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        　　　　一

　むかし、むかし、あるところに、おじいさんとおばあさんがありました。まいにち、おじいさんは山へしば刈かりに、おばあさんは川へ洗濯せんたくに行きました。
　ある日、おばあさんが、川のそばで、せっせと洗濯せんたくをしていますと、川上かわかみから、大きな桃ももが一つ、
「ドンブラコッコ、スッコッコ。
ドンブラコッコ、スッコッコ。」

　と流ながれて来きました。
「おやおや、これはみごとな桃ももだこと。おじいさんへのおみやげに、どれどれ、うちへ持もって帰かえりましょう。」
　おばあさんは、そう言いいながら、腰こしをかがめて桃ももを取とろうとしましたが、遠とおくって手がとどきません。おばあさんはそこで、
「あっちの水みいずは、かあらいぞ。
こっちの水みいずは、ああまいぞ。
かあらい水みいずは、よけて来こい。
ああまい水みいずに、よって来こい。

　と歌うたいながら、手をたたきました。すると桃ももはまた、
「ドンブラコッコ、スッコッコ。
ドンブラコッコ、スッコッコ。」

　といいながら、おばあさんの前まえへ流ながれて来きました。おばあさんはにこにこしながら、
「早はやくおじいさんと二人ふたりで分わけて食たべましょう。」
　と言いって、桃ももをひろい上あげて、洗濯物せんたくものといっしょにたらいの中に入いれて、えっちら、おっちら、かかえておうちへ帰かえりました。
　夕方ゆうがたになってやっと、おじいさんは山からしばを背負せおって帰かえって来きました。
「おばあさん、今いま帰かえったよ。」
「おや、おじいさん、おかいんなさい。待まっていましたよ。さあ、早はやくお上あがんなさい。いいものを上あげますから。」
「それはありがたいな。何なんだね、そのいいものというのは。」
　こういいながら、おじいさんはわらじをぬいで、上に上あがりました。その間まに、おばあさんは戸棚とだなの中からさっきの桃ももを重おもそうにかかえて来きて、
「ほら、ごらんなさいこの桃ももを。」
　と言いいました。
「ほほう、これはこれは。どこからこんなみごとな桃ももを買かって来きた。」
「いいえ、買かって来きたのではありません。今日きょう川で拾ひろって来きたのですよ。」
「え、なに、川で拾ひろって来きた。それはいよいよめずらしい。」
　こうおじいさんは言いいながら、桃ももを両手りょうてにのせて、ためつ、すがめつ、ながめていますと、だしぬけに、桃ももはぽんと中から二つに割われて、
「おぎゃあ、おぎゃあ。」
　と勇いさましいうぶ声こえを上あげながら、かわいらしい赤あかさんが元気げんきよくとび出だしました。
「おやおや、まあ。」
　おじいさんも、おばあさんも、びっくりして、二人ふたりいっしょに声こえを立たてました。
「まあまあ、わたしたちが、へいぜい、どうかして子供こどもが一人ひとりほしい、ほしいと言いっていたものだから、きっと神かみさまがこの子をさずけて下くださったにちがいない。」
　おじいさんも、おばあさんも、うれしがって、こう言いいました。
　そこであわてておじいさんがお湯ゆをわかすやら、おばあさんがむつきをそろえるやら、大おおさわぎをして、赤あかさんを抱だき上あげて、うぶ湯ゆをつかわせました。するといきなり、
「うん。」
　と言いいながら、赤あかさんは抱だいているおばあさんの手をはねのけました。
「おやおや、何なんという元気げんきのいい子だろう。」
　おじいさんとおばあさんは、こう言いって顔かおを見合みあわせながら、「あッは、あッは。」とおもしろそうに笑わらいました。
　そして桃ももの中から生うまれた子だというので、この子に桃太郎ももたろうという名なをつけました。

　　　　　二

　おじいさんとおばあさんは、それはそれはだいじにして桃太郎ももたろうを育そだてました。桃太郎ももたろうはだんだん成長せいちょうするにつれて、あたりまえの子供こどもにくらべては、ずっと体からだも大きいし、力ちからがばかに強つよくって、すもうをとっても近所きんじょの村むらじゅうで、かなうものは一人ひとりもないくらいでしたが、そのくせ気きだてはごくやさしくって、おじいさんとおばあさんによく孝行こうこうをしました。
　桃太郎ももたろうは十五になりました。
　もうそのじぶんには、日本にほんの国中くにじゅうで、桃太郎ももたろうほど強つよいものはないようになりました。桃太郎ももたろうはどこか外国がいこくへ出かけて、腕うでいっぱい、力ちからだめしをしてみたくなりました。
　するとそのころ、ほうぼう外国がいこくの島々しまじまをめぐって帰かえって来きた人があって、いろいろめずらしい、ふしぎなお話はなしをした末すえに、
「もう何年なんねんも何年なんねんも船ふねをこいで行くと、遠とおい遠とおい海うみのはてに、鬼おにが島しまという所ところがある。悪わるい鬼おにどもが、いかめしいくろがねのお城しろの中に住すんで、ほうぼうの国くにからかすめ取とった貴とうとい宝物たからものを守まもっている。」
　と言いいました。
　桃太郎ももたろうはこの話はなしをきくと、その鬼おにが島しまへ行ってみたくって、もう居いても立たってもいられなくなりました。そこでうちへ帰かえるとさっそく、おじいさんの前まえへ出て、
「どうぞ、わたくしにしばらくおひまを下ください。」
　と言いいました。
　おじいさんはびっくりして、
「お前まえどこへ行くのだ。」
　と聞ききました。
「鬼おにが島しまへ鬼おにせいばつに行こうと思おもいます。」
　と桃太郎ももたろうはこたえました。
「ほう、それはいさましいことだ。じゃあ行っておいで。」
　とおじいさんは言いいました。
「まあ、そんな遠方えんぽうへ行くのでは、さぞおなかがおすきだろう。よしよし、おべんとうをこしらえて上あげましょう。」
　とおばあさんも言いいました。
　そこで、おじいさんとおばあさんは、お庭にわのまん中に、えんやら、えんやら、大きな臼うすを持もち出だして、おじいさんがきねを取とると、おばあさんはこねどりをして、
「ぺんたらこっこ、ぺんたらこっこ。ぺんたらこっこ、ぺんたらこっこ。」
　と、おべんとうのきびだんごをつきはじめました。
　きびだんごがうまそうにでき上あがると、桃太郎ももたろうのしたくもすっかりでき上あがりました。
　桃太郎ももたろうはお侍さむらいの着きるような陣羽織じんばおりを着きて、刀かたなを腰こしにさして、きびだんごの袋ふくろをぶら下さげました。そして桃ももの絵えのかいてある軍扇ぐんせんを手に持もって、
「ではおとうさん、おかあさん、行ってまいります。」
　と言いって、ていねいに頭あたまを下さげました。
「じゃあ、りっぱに鬼おにを退治たいじしてくるがいい。」
　とおじいさんは言いいました。
「気きをつけて、けがをしないようにおしよ。」
　とおばあさんも言いいました。
「なに、大丈夫だいじょうぶです、日本一にっぽんいちのきびだんごを持もっているから。」と桃太郎ももたろうは言いって、
「では、ごきげんよう。」
　と元気げんきな声こえをのこして、出でていきました。おじいさんとおばあさんは、門もんの外そとに立たって、いつまでも、いつまでも見送みおくっていました。






        　　　　三

　桃太郎ももたろうはずんずん行きますと、大きな山の上に来きました。すると、草くさむらの中から、「ワン、ワン。」と声こえをかけながら、犬いぬが一ぴきかけて来きました。
　桃太郎ももたろうがふり返かえると、犬いぬはていねいに、おじぎをして、
「桃太郎ももたろうさん、桃太郎ももたろうさん、どちらへおいでになります。」
　とたずねました。
「鬼おにが島しまへ、鬼おにせいばつに行くのだ。」
「お腰こしに下さげたものは、何なんでございます。」
「日本にっぽん一のきびだんごさ。」
「一つ下ください、お供ともしましょう。」
「よし、よし、やるから、ついて来こい。」
　犬いぬはきびだんごを一つもらって、桃太郎ももたろうのあとから、ついて行きました。
　山を下おりてしばらく行いくと、こんどは森もりの中にはいりました。すると木の上から、「キャッ、キャッ。」とさけびながら、猿さるが一ぴき、かけ下おりて来きました。
　桃太郎ももたろうがふり返かえると、猿さるはていねいに、おじぎをして、
「桃太郎ももたろうさん、桃太郎ももたろうさん、どちらへおいでになります。」
　とたずねました。
「鬼おにが島しまへ鬼おにせいばつに行くのだ。」
「お腰こしに下さげたものは、何なんでございます。」
「日本にっぽん一のきびだんごさ。」
「一つ下ください、お供ともしましょう。」
「よし、よし、やるから、ついて来こい。」
　猿さるもきびだんごを一つもらって、あとからついて行きました。
　山を下おりて、森もりをぬけて、こんどはひろい野原のはらへ出ました。すると空そらの上で、「ケン、ケン。」と鳴なく声こえがして、きじが一羽わとんで来きました。
　桃太郎ももたろうがふり返かえると、きじはていねいに、おじぎをして、
「桃太郎ももたろうさん、桃太郎ももたろうさん、どちらへおいでになります。」
　とたずねました。
「鬼おにが島しまへ鬼おにせいばつに行くのだ。」
「お腰こしに下さげたものは、何なんでございます。」
「日本一にっぽんいちのきびだんごさ。」
「一つ下ください、お供ともしましょう。」
「よし、よし、やるから、ついて来こい。」
　きじもきびだんごを一つもらって、桃太郎ももたろうのあとからついて行きました。
　犬いぬと、猿さると、きじと、これで三にんまで、いい家来けらいができたので、桃太郎ももたろうはいよいよ勇いさみ立たって、またずんずん進すすんで行きますと、やがてひろい海うみばたに出ました。
　そこには、ちょうどいいぐあいに、船ふねが一そうつないでありました。
　桃太郎ももたろうと、三にんの家来けらいは、さっそく、この船ふねに乗のり込こみました。
「わたくしは、漕こぎ手てになりましょう。」
　こう言いって、犬いぬは船ふねをこぎ出だしました。
「わたくしは、かじ取とりになりましょう。」
　こう言いって、猿さるがかじに座すわりました。
「わたくしは物見ものみをつとめましょう。」
　こう言いって、きじがへさきに立たちました。
　うららかないいお天気てんきで、まっ青さおな海うみの上には、波なみ一つ立たちませんでした。稲妻いなづまが走はしるようだといおうか、矢やを射いるようだといおうか、目のまわるような速はやさで船ふねは走って行きました。ほんの一時間じかんも走はしったと思おもうころ、へさきに立たって向むこうをながめていたきじが、「あれ、あれ、島しまが。」とさけびながら、ぱたぱたと高たかい羽音はおとをさせて、空そらにとび上あがったと思おもうと、スウッとまっすぐに風かぜを切きって、飛とんでいきました。
　桃太郎ももたろうもすぐきじの立たったあとから向むこうを見みますと、なるほど、遠とおい遠とおい海うみのはてに、ぼんやり雲くものような薄うすぐろいものが見みえました。船ふねの進すすむにしたがって、雲くものように見みえていたものが、だんだんはっきりと島しまの形かたちになって、あらわれてきました。
「ああ、見みえる、見みえる、鬼おにが島しまが見みえる。」
　桃太郎ももたろうがこういうと、犬いぬも、猿さるも、声こえをそろえて、「万歳ばんざい、万歳ばんざい。」とさけびました。
　見みる見みる鬼おにが島しまが近ちかくなって、もう硬かたい岩いわで畳たたんだ鬼おにのお城しろが見みえました。いかめしいくろがねの門もんの前まえに見みはりをしている鬼おにの兵隊へいたいのすがたも見みえました。
そのお城しろのいちばん高たかい屋根やねの上に、きじがとまって、こちらを見みていました。
こうして何年なんねんも、何年なんねんもこいで行いかなければならないという鬼おにが島しまへ、ほんの目をつぶっている間まに来きたのです。








        　　　　　四

　桃太郎ももたろうは、犬いぬと猿さるをしたがえて、船ふねからひらりと陸おかの上にとび上あがりました。
　見みはりをしていた鬼おにの兵隊へいたいは、その見みなれないすがたを見みると、びっくりして、あわてて門もんの中に逃にげ込こんで、くろがねの門もんを固かたくしめてしまいました。その時とき犬いぬは門もんの前まえに立たって、
「日本にほんの桃太郎ももたろうさんが、お前まえたちをせいばいにおいでになったのだぞ。あけろ、あけろ。」
　とどなりながら、ドン、ドン、扉とびらをたたきました。鬼おにはその声こえを聞きくと、ふるえ上あがって、よけい一生懸命いっしょうけんめいに、中から押おさえていました。
　するときじが屋根やねの上からとび下おりてきて、門もんを押おさえている鬼おにどもの目をつつきまわりましたから、鬼おにはへいこうして逃にげ出だしました。その間まに、猿さるがするすると高たかい岩壁いわかべをよじ登のぼっていって、ぞうさなく門もんを中からあけました。
「わあッ。」とときの声こえを上あげて、桃太郎ももたろうの主従しゅじゅうが、いさましくお城しろの中に攻せめ込こんでいきますと、鬼おにの大将たいしょうも大おおぜいの家来けらいを引ひき連つれて、一人一人ひとりひとり、太ふとい鉄てつの棒ぼうをふりまわしながら、「おう、おう。」とさけんで、向むかってきました。
　けれども、体からだが大きいばっかりで、いくじのない鬼おにどもは、さんざんきじに目をつつかれた上に、こんどは犬いぬに向むこうずねをくいつかれたといっては、痛いたい、痛いたいと逃にげまわり、猿さるに顔かおを引ひっかかれたといっては、おいおい泣なき出だして、鉄てつの棒ぼうも何なにもほうり出だして、降参こうさんしてしまいました。
　おしまいまでがまんして、たたかっていた鬼おにの大将たいしょうも、とうとう桃太郎ももたろうに組くみふせられてしまいました。桃太郎ももたろうは大きな鬼おにの背中せなかに、馬乗うまのりにまたがって、
「どうだ、これでも降参こうさんしないか。」
　といって、ぎゅうぎゅう、ぎゅうぎゅう、押おさえつけました。
　鬼おにの大将たいしょうは、桃太郎ももたろうの大力だいりきで首くびをしめられて、もう苦くるしくってたまりませんから、大おおつぶの涙なみだをぼろぼろこぼしながら、
「降参こうさんします、降参こうさんします。命いのちだけはお助たすけ下ください。その代かわりに宝物たからものをのこらずさし上あげます。」
　こう言いって、ゆるしてもらいました。
　鬼おにの大将たいしょうは約束やくそくのとおり、お城しろから、かくれみのに、かくれ笠がさ、うちでの小こづちに如意宝珠にょいほうじゅ、そのほかさんごだの、たいまいだの、るりだの、世界せかいでいちばん貴とうとい宝物たからものを山のように車くるまに積つんで出だしました。
　桃太郎ももたろうはたくさんの宝物たからものをのこらず積つんで、三にんの家来けらいといっしょに、また船ふねに乗のりました。帰かえりは行きよりもまた一そう船ふねの走はしるのが速はやくって、間まもなく日本にほんの国くにに着つきました。
　船ふねが陸おかに着つきますと、宝物たからものをいっぱい積つんだ車くるまを、犬いぬが先さきに立たって引ひき出だしました。きじが綱つなを引ひいて、猿さるがあとを押おしました。
「えんやらさ、えんやらさ。」
　三にんは重おもそうに、かけ声ごえをかけかけ進すすんでいきました。
　うちではおじいさんと、おばあさんが、かわるがわる、
「もう桃太郎ももたろうが帰かえりそうなものだが。」
　と言いい言いい、首くびをのばして待まっていました。そこへ桃太郎ももたろうが三にんのりっぱな家来けらいに、ぶんどりの宝物たからものを引ひかせて、さもとくいらしい様子ようすをして帰かえって来きましたので、おじいさんもおばあさんも、目も鼻はなもなくして喜よろこびました。
「えらいぞ、えらいぞ、それこそ日本一にっぽんいちだ。」
　とおじいさんは言いいました。
「まあ、まあ、けががなくって、何なによりさ。」
　とおばあさんは言いいました。
　桃太郎ももたろうは、その時とき犬いぬと猿さるときじの方ほうを向むいてこう言いいました。
「どうだ。鬼おにせいばつはおもしろかったなあ。」
　犬いぬはワン、ワンとうれしそうにほえながら、前足まえあしで立たちました。
　猿さるはキャッ、キャッと笑わらいながら、白しろい歯はをむき出だしました。
　きじはケン、ケンと鳴なきながら、くるくると宙返ちゅうがえりをしました。
　空そらは青々あおあおと晴はれ上あがって、お庭にわには桜さくらの花はなが咲さき乱みだれていました。
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        　　　　　一

　むかし、むかし、あるところに、おじいさんとおばあさんがありました。
　正直しょうじきな、人のいいおじいさんとおばあさんどうしでしたけれど、子どもがないので、飼犬かいいぬの白しろを、ほんとうの子どものようにかわいがっていました。白も、おじいさんとおばあさんに、それはよくなついていました。
　すると、おとなりにも、おじいさんとおばあさんがありました。このほうは、いけない、欲よくばりのおじいさんとおばあさんでした。ですから、おとなりの白をにくらしがって、きたならしがって、いつもいじのわるいことばかりしていました。
　ある日、正直おじいさんが、いつものようにくわをかついで、畑をほりかえしていますと、白も一緒いっしょについてきて、そこらをくんくんかぎまわっていましたが、ふと、おじいさんのすそをくわえて、畑のすみの、大きなえのきの木の下までつれて行って、前足で土をかき立てながら、
　　　「ここほれ、ワン、ワン。
　　　　ここほれ、ワン、ワン」
となきました。
「なんだな、なんだな」
と、おじいさんはいいながら、くわを入れてみますと、かちりと音がして、穴のそこできらきら光るものがありました。ずんずんほって行くと、小判こばんがたくさん、出てきました。おじいさんはびっくりして、大きな声でおばあさんをよびたてて、えんやら、えんやら、小判をうちのなかへはこび込みました。
　正直しょうじきなおじいさんとおばあさんは、きゅうにお金持ちになりました。


　　　　　二

　すると、おとなりの欲よくばりおじいさんが、それをきいてたいへんうらやましがって、さっそく白しろをかりにきました。正直おじいさんは、人がいいものですから、うっかり白をかしてやりますと、欲ばりおじいさんは、いやがる白の首くびになわをつけて、ぐんぐん、畑のほうへひっぱって行きました。
「おれの畑にも小判がうまっているはずだ。さあ、どこだ、どこだ」
といいながら、よけいつよくひっぱりますと、白は苦しがって、やたらに、そこらの土をひっかきました。欲よくばりおじいさんは、
「うん、ここか。しめたぞ、しめたぞ」
といいながら、ほりはじめましたが、ほっても、ほっても出てくるものは、石ころやかわらのかけらばかりでした。それでもかまわず、やたらにほって行きますと、ぷんとくさいにおいがして、きたないものが、うじゃうじゃ、出てきました。欲ばりおじいさんは、「くさい」とさけんで、鼻はなをおさえました。そうして、腹立はらだちまぎれに、いきなりくわをふり上げて、白しろのあたまから打ちおろしますと、かわいそうに、白はひと声こえ、「きゃん」とないたなり、死んでしまいました。
　正直しょうじきおじいさんとおばあさんは、あとでどんなにかなしがったでしょう。けれども死んでしまったものはしかたがありませんから、涙なみだをこぼしながら、白の死骸しがいを引きとって、お庭のすみに穴をほって、ていねいにうずめてやって、お墓はかの代かわりにちいさいまつの木を一本、その上にうえました。するとそのまつが、みるみるそだって行って、やがてりっぱな大木たいぼくになりました。
「これは白の形見かたみだ」
　こうおじいさんはいって、そのまつを切って、うすをこしらえました。そうして、
「白しろはおもちがすきだったから」
といって、うすのなかにお米を入れて、おばあさんとふたりで、
「ぺんたらこっこ、ぺんたらこっこ」
と、つきはじめますと、ふしぎなことには、いくらついてもついても、あとからあとから、お米がふえて、みるみるうすにあふれて、そとにこぼれ出して、やがて、台所だいどころいっぱいお米になってしまいました。


　　　　　　三

　するとこんども、おとなりの欲よくばりおじいさんとおばあさんがそれを知ってうらやましがって、またずうずうしくうすをかりにきました。人のいいおじいさんとおばあさんは、こんどもうっかりうすをかしてやりました。
　うすをかりるとさっそく、欲ばりおじいさんは、うすのなかにお米を入れて、おばあさんをあいてに、
「ぺんたらこっこ、ぺんたらこっこ」
と、つきはじめましたが、どうしてお米がわき出すどころか、こんどもぷんといやなにおいがして、なかからうじゃうじゃ、きたないものが出てきて、うすにあふれて、そとにこぼれ出して、やがて、台所だいどころいっぱい、きたないものだらけになりました。
　欲よくばりおじいさんは、またかんしゃくをおこして、うすをたたきこわして、薪まきにしてもしてしまいました。
　正直しょうじきおじいさんは、うすを返してもらいに行きますと、灰になっていましたから、びっくりしました。でも、もしてしまったものはしかたがありませんから、がっかりしながら、ざるのなかに、のこった灰をかきあつめて、しおしおうちへ帰りました。
「おばあさん、白しろのまつの木が、灰になってしまったよ」
　こういっておじいさんは、お庭のすみの白のお墓はかのところまで、灰をかかえて行ってまきますと、どこからか、すうすうあたたかい風が吹いてきて、ぱっと、灰をお庭いっぱいに吹きちらしました。するとどうでしょう、そこらに枯れ木のまま立っていたうめの木や、さくらの木が、灰をかぶると、みるみるそれが花になって、よそはまだ冬のさなかなのに、おじいさんのお庭ばかりは、すっかり春げしきになってしまいました。
　おじいさんは、手をたたいてよろこびました。
「これはおもしろい。ついでに、いっそ、ほうぼうの木に花を咲かせてやりましょう」
　そこで、おじいさんは、ざるにのこった灰をかかえて、
「花咲かじじい、花咲かじじい、日本一の花咲かじじい、枯れ木に花を咲かせましょう」
と、往来おうらいをよんであるきました。
　すると、むこうから殿とのさまが、馬にのって、おおぜい家来けらいをつれて、狩かりから帰ってきました。
　殿さまは、おじいさんをよんで、
「ほう、めずらしいじじいだ。ではそこのさくらの枯れ木に、花を咲かせて見せよ」
といいつけました。おじいさんは、さっそくざるをかかえて、さくらの木に上がって、
　　　「金のさくら、さらさら。
　　　　銀のさくら、さらさら」
といいながら、灰をつかんでふりまきますと、みるみる花が咲き出して、やがていちめん、さくらの花ざかりになりました。殿さまはびっくりして、
「これはみごとだ。これはふしぎだ」
といって、おじいさんをほめて、たくさんにごほうびをくださいました。
　するとまた、おとなりの欲よくばりおじいさんが、それをきいて、うらやましがって、のこっている灰をかきあつめてざるに入れて、正直しょうじきおじいさんのまねをして、
「花咲かじじい、花咲かじじい、日本一の花咲かじじい、枯れ木に花を咲かせましょう」
と、往来おうらいをどなってあるきました。
　するとこんども、殿とのさまがとおりかかって、
「こないだの花咲かじじいがきたな。また花を咲かせて見せよ」
といいました。欲よくばりおじいさんは、とくいらしい顔をしながら、灰を入れたざるをかかえて、さくらの木に上がって、おなじように、
　　　「金のさくら、さらさら。
　　　　銀のさくら、さらさら」
ととなえながら、やたらに灰をふりまきましたが、いっこうに花は咲きません。するうち、どっとひどい風が吹いてきて、灰は遠慮えんりょなしに四方八方しほうはっぽうへ、ばらばら、ばらばらちって、殿さまやご家来けらいの目や鼻はなのなかへはいりました。そこでもここでも、目をこするやら、くしゃみをするやら、あたまの毛をはらうやら、たいへんなさわぎになりました。殿さまはたいそうお腹立はらだちになって、
「にせものの花咲かじじいにちがいない。ふとどきなやつだ」
といって、欲ばりおじいさんを、しばらせてしまいました。おじいさんは、「ごめんなさい。ごめんなさい」といいましたが、とうとうろう屋やへつれて行かれました。
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        　　　　　一

　むかし、むかし、あるところに、おじいさんとおばあさんがありました。おじいさんがいつも畑はたけに出て働はたらいていますと、裏うらの山から一ぴきの古ふるだぬきが出てきて、おじいさんがせっかく丹精たんせいをしてこしらえた畑はたけのものを荒あらした上に、どんどん石いしころや土つちくれをおじいさんのうしろから投なげつけました。おじいさんがおこって追おっかけますと、すばやく逃にげて行ってしまいます。しばらくするとまたやって来きて、あいかわらずいたずらをしました。おじいさんも困こまりきって、わなをかけておきますと、ある日、たぬきはとうとうそのわなにかかりました。
　おじいさんは躍おどり上あがって喜よろこびました。
「ああいい気味きみだ。とうとうつかまえてやった。」
　こう言いって、たぬきの四よつ足あしをしばって、うちへかついで帰かえりました。そして天井てんじょうのはりにぶら下さげて、おばあさんに、
「逃にがさないように番ばんをして、晩ばんにわたしが帰かえるまでにたぬき汁じるをこしらえておいておくれ。」
　と言いいのこして、また畑はたけへ出ていきました。
　たぬきがしばられてぶら下さげられている下で、おばあさんは臼うすを出だして、とんとん麦むぎをついていました。そのうち、
「ああくたびれた。」
　とおばあさんは言いって、汗あせをふきました。するとそのときまで、おとなしくぶら下さがっていたたぬきが、上から声こえをかけました。
「もしもし、おばあさん、くたびれたら少すこしお手伝てつだいをいたしましょう。その代かわりこの縄なわをといて下ください。」
「どうしてどうして、お前まえなんぞに手伝てつだってもらえるものか。縄なわをといてやったら、手伝てつだうどころか、すぐ逃にげて行いってしまうだろう。」
「いいえ、もうこうしてつかまったのですもの、今いまさら逃にげるものですか。まあ、ためしに下おろしてごらんなさい。」
　あんまりしつっこく、殊勝しゅしょうらしくたのむものですから、おばあさんもうかうか、たぬきの言うことをほんとうにして、縄なわをといて下おろしてやりました。するとたぬきは、
「やれやれ。」
　としばられた手足てあしをさすりました。そして、
「どれ、わたしがついてあげましょう。」
　と言いいながら、おばあさんのきねを取とり上あげて、麦むぎをつくふりをして、いきなりおばあさんの脳天のうてんからきねを打うち下おろしますと、「きゃっ。」という間まもなく、おばあさんは目をまわして、倒たおれて死しんでしまいました。
　たぬきはさっそくおばあさんをお料理りょうりして、たぬき汁じるの代かわりにばばあ汁じるをこしらえて、自分じぶんはおばあさんに化ばけて、すました顔かおをして炉ろの前まえに座すわって、おじいさんの帰かえりを待まちうけていました。
　夕方ゆうがたになって、なんにも知しらないおじいさんは、
「晩ばんはたぬき汁じるが食たべられるな。」
　と思おもって、一人ひとりでにこにこしながら、急いそいでうちへ帰かえって来きました。するとたぬきのおばあさんはさも待まちかねたというように、
「おや、おじいさん、おかいんなさい。さっきからたぬき汁じるをこしらえて待まっていましたよ。」
　と言いいました。
「おやおや、そうか。それはありがたいな。」
　と言いいながら、すぐにお膳ぜんの前まえに座すわりました。そして、たぬきのおばあさんのお給仕きゅうじで、
「これはおいしい、おいしい。」
　と言いって、舌したつづみをうって、ばばあ汁じるのおかわりをして、夢中むちゅうになって食たべていました。それを見みてたぬきのおばあさんは、思おもわず、「ふふん。」と笑わらうひょうしにたぬきの正体しょうたいを現あらわしました。
「ばばあくったじじい、
流ながしの下の骨ほねを見みろ。」

　とたぬきは言いいながら、大きなしっぽを出だして、裏口うらぐちからついと逃にげていきました。
　おじいさんはびっくりして、がっかり腰こしをぬかしてしまいました。そして流ながしの下のおばあさんの骨ほねをかかえて、おいおい泣ないていました。
　すると、
「おじいさん、おじいさん、どうしたのです。」
　と言いって、これも裏うらの山にいる白しろうさぎが入はいって来きました。
「ああ、うさぎさんか。よく来きておくれだ。まあ聞きいておくれ。ひどい目にあったよ。」
　とおじいさんは言いって、これこれこういうわけだとすっかり話はなしをしました。うさぎはたいそう気きの毒どくがって、
「まあ、それはとんだことでしたね。けれどかたきはわたしがきっととって上あげますから、安心あんしんしていらっしゃい。」
　とたのもしそうに言いいました。おじいさんはうれし涙なみだをこぼしながら、
「ああ、どうか頼たのみますよ。ほんとうにわたしはくやしくってたまらない。」
　と言いいました。
「大丈夫だいじょうぶ。あしたはさっそくたぬきを誘さそい出だして、ひどい目に合あわしてやります。しばらく待まっていらっしゃい。」
　とうさぎは言いって、帰かえっていきました。

　　　　　二

　さてたぬきはおじいさんのうちを逃にげ出だしてから、何なんだかこわいものですから、どこへも出ずに穴あなにばかり引ひっ込こんでいました。
　するとある日、うさぎはかまを腰こしにさして、わざとたぬきのかくれている穴あなのそばへ行いって、かまを出だしてしきりにしばを刈かっていました。そしてしばを刈かりながら、袋ふくろへ入いれて持もって来きたかち栗ぐりを出だして、ばりばり食たべました。するとたぬきはその音おとを聞ききつけて、穴あなの中からのそのそはい出だしてきました。
「うさぎさん、うさぎさん。何なにをうまそうに食たべているのだね。」
「栗くりの実みさ。」
「少すこしわたしにくれないか。」
「上あげるから、このしばを半分はんぶん向むこうの山までしょっていっておくれ。」
　たぬきは栗くりがほしいものですから、しかたなしにしばを背負せおって、先さきに立たって歩あるき出だしました。向むこうの山まで行くと、たぬきはふり返かえって、
「うさぎさん、うさぎさん。かち栗ぐりをくれないか。」
「ああ、上あげるよ、もう一つ向むこうの山まで行ったら。」
　しかたがないので、またたぬきはずんずん先さきに立たって歩あるいていきました。やがてもう一つ向むこうの山まで行くと、たぬきはふり返かえって、
「うさぎさん、うさぎさん。かち栗ぐりをくれないか。」
「ああ、上あげるけれど、ついでにもう一つ向むこうの山まで行っておくれ。こんどはきっと上あげるから。」
　しかたがないので、たぬきはまた先さきに立たって、こんどは何なんでも早はやく向むこうの山まで行きつこうと思おもって、うしろもふり向むかずにせっせと歩あるいていきました。うさぎはそのひまに、ふところから火打ひうち石いしを出だして、「かちかち。」と火をきりました。たぬきはへんに思おもって、
「うさぎさん、うさぎさん、かちかちいうのは何なんだろう。」
「この山はかちかち山だからさ。」
「ああ、そうか。」
　と言いって、たぬきはまた歩あるき出だしました。そのうちにうさぎのつけた火が、たぬきの背中せなかのしばにうつって、ぼうぼう燃もえ出だしました。たぬきはまたへんに思おもって、
「うさぎさん、うさぎさん、ぼうぼういうのは何なんだろう。」
「向むこうの山はぼうぼう山だからさ。」
「ああ、そうか。」
　とたぬきが言いううちに、もう火はずんずん背中せなかに燃もえひろがってしまいました。たぬきは、
「あつい、あつい、助たすけてくれ。」
　とさけびながら、夢中むちゅうでかけ出だしますと、山風やまかぜがうしろからどっと吹ふきつけて、よけい火が大きくなりました。たぬきはひいひい泣なき声ごえを上あげて、苦くるしがって、ころげまわって、やっとのことで燃もえるしばをふり落おとして、穴あなの中にかけ込こみました。うさぎはわざと大きな声こえで、
「やあ、たいへん。火事かじだ。火事かじだ。」
　と言いいながら帰かえっていきました。






        　　　　　三

　そのあくる日、うさぎはおみその中に唐とうがらしをすり込こんでこうやくをこしらえて、それを持もってたぬきのところへお見舞みまいにやって来きました。たぬきは背中中せなかじゅう大おおやけどをして、うんうんうなりながら、まっくらな穴あなの中にころがっていました。
「たぬきさん、たぬきさん。ほんとうにきのうはひどい目にあったねえ。」
「ああ、ほんとうにひどい目にあったよ。この大おおやけどはどうしたらなおるだろう。」
「うん、それでね、あんまり気きの毒どくだから、わたしがやけどにいちばん利きくこうやくをこしらえて持もって来きたのだよ。」
「そうかい。それはありがたいな。さっそくぬってもらおう。」
　こういってたぬきが火ぶくれになって、赤肌あかはだにただれている背中せなかを出だしますと、うさぎはその上に唐とうがらしみそをところかまわずこてこてぬりつけました。すると背中せなかはまた火がついたようにあつくなって、
「いたい、いたい。」
　と言いいながら、たぬきは穴あなの中をころげまわっていました。うさぎはその様子ようすを見みてにこにこしながら、
「なあにたぬきさん、ぴりぴりするのははじめのうちだけだよ。じきになおるから、少すこしの間あいだがまんおし。」
　と言いって帰かえっていきました。

　　　　　四

　それから四、五日にちたちました。ある日うさぎは、
「たぬきのやつどうしたろう。こんどはひとつ海うみに連つれ出だして、ひどい目にあわせてやろう。」
　と独ひとり言ごとを言いっているところへ、ひょっこりたぬきがたずねて来きました。
「おやおや、たぬきさん、もうやけどはなおったかい。」
「ああ、お陰かげでたいぶよくなったよ。」
「それはいいな。じゃあまたどこかへ出かけようか。」
「いやもう、山はこりごりだ。」
「それなら山はよして、こんどは海うみへ行こうじゃないか、海うみはおさかながとれるよ。」
「なるほど、海うみはおもしろそうだね。」
　そこでうさぎとたぬきは連つれだって海うみへ出かけました。うさぎが木の舟ふねをこしらえますと、たぬきはうらやましがって、まねをして土の舟ふねをこしらえました。舟ふねができ上あがると、うさぎは木の舟ふねに乗のりました。たぬきは土つちの舟に乗のりました。べつべつに舟ふねをこいで沖おきへ出ますと、
「いいお天気てんきだねえ。」
「いいけしきだねえ。」
　とてんでんに言いいながら、めずらしそうに海うみをながめていましたが、うさぎは、
「ここらにはまだおさかなはいないよ。もっと沖おきの方ほうまでこいで行こう。さあ、どっちが早はやいか競争きょうそうしよう。」
　と言いいました。たぬきは、
「よし、よし、それはおもしろかろう。」
　と言いいました。
　そこで一、二、三とかけ声ごえをして、こぎ出だしました。うさぎはかんかん舟ふなばたをたたいて、
「どうだ、木の舟ふねは軽かるくって速はやかろう。」
　と言いいました。するとたぬきも負まけない気きになって、舟ふなばたをこんこんたたいて、
「なあに、土つちの舟ふねは重おもくって丈夫じょうぶだ。」
　と言いいました。
　そのうちにだんだん水がしみて土つちの舟ふねは崩くずれ出だしました。
「やあ、たいへん。舟ふねがこわれてきた。」
　とたぬきがびっくりして、大おおさわぎをはじめました。
「ああ、沈しずむ、沈しずむ、助たすけてくれ。」
　うさぎはたぬきのあわてる様子ようすをおもしろそうにながめながら、
「ざまを見みろ。おばあさんをだまして殺ころして、おじいさんにばばあ汁じるを食くわせたむくいだ。」
　と言いいますと、たぬきはもうそんなことはしないから助たすけてくれと言いって、うさぎをおがみました。そのうちどんどん舟ふねは崩くずれて、あっぷあっぷいうまもなく、たぬきはとうとう沈しずんでしまいました。






        [image: ]






        　　　　　一

　むかし、むかし、あるところにおじいさんとおばあさんがありました。
　子供こどもがないものですから、おじいさんはすずめの子を一羽わ、だいじにして、かごに入いれて飼かっておきました。
　ある日おじいさんはいつものように山へしば刈かりに行って、おばあさんは井戸いどばたで洗濯せんたくをしていました。その洗濯せんたくに使つかうのりをおばあさんが台所だいどころへ忘わすれていった留守るすに、すずめの子がちょろちょろかごから歩あるき出だして、のりを残のこらずなめてしまいました。
　おばあさんはのりを取とりに帰かえって来きますと、お皿さらの中にはきれいにのりがありませんでした。そののりはみんなすずめがなめてしまったことが分わかかると、いじのわるいおばあさんはたいへんおこって、かわいそうに、小さなすずめをつかまえて、むりに口をあかせながら、
「この舌したがそんなわるさをしたのか。」
　と言いって、はさみで舌したをちょん切ぎってしまいました。そして、
「さあ、どこへでも出ていけ。」
　と言いって放はなしました。すずめは悲かなしそうな声こえで、「いたい、いたい。」と鳴なきながら、飛とんでいきました。
　夕方ゆうがたになって、おじいさんはしばを背負せおって、山から帰かえって来きて、
「ああくたびれた、すずめもおなかがすいたろう。さあさあ、えさをやりましょう。」
　と言いい言いい、かごの前まえへ行いってみますと、中にはすずめはいませんでした。おじいさんはおどろいて、
「おばあさん、おばあさん、すずめはどこへ行ったろう。」
　と言いいますと、おばあさんは、
「すずめですか、あれはわたしのだいじなのりをなめたから、舌したを切きっておい出だしてしまいましたよ。」
　とへいきな顔かおをして言いいました。
「まあ、かわいそうに。ひどいことをするなあ。」
　とおじいさんは言いって、がっかりした顔かおをしていました。

　　　　　二

　おじいさんは、すずめが舌したを切きられてどこへ行ったか心配しんぱいでたまりませんので、あくる日は、夜よがあけるとさっそく出かけていきました。おじいさんは道々みちみち、つえをついて、
「舌切したきりすずめ、
お宿やどはどこだ、
チュウ、チュウ、チュウ。」

　と呼よびながら、あてもなくたずねて歩あるきました。野のを越こえて、山を越こえて、また野のを越こえて、山を越こえて、大きなやぶのある所ところへ出ました。するとやぶの中から、
「舌切したきりすずめ、
お宿やどはここよ。
チュウ、チュウ、チュウ。」

　という声こえが聞きこえました。おじいさんは喜よろこんで、声こえのする方ほうへ歩あるいていきますと、やがてやぶの陰かげにかわいらしい赤あかいおうちが見みえて、舌したを切きられたすずめが門もんをあけて、お迎むかえに出ていました。
「まあ、おじいさん、よくいらっしゃいました。」
「おお、おお、ぶじでいたかい。あんまりお前まえがこいしいので、たずねて来きましたよ。」
「まあ、それはそれは、ありがとうございました。さあ、どうぞこちらへ。」
　こう言いってすずめはおじいさんの手てをとって、うちの中へ案内あんないしました。
　すずめはおじいさんの前まえに手てをついて、
「おじいさん、だまってだいじなのりをなめて、申もうしわけがございませんでした。それをおおこりもなさらずに、ようこそたずねて下くださいました。」
　と言いいますと、おじいさんも、
「何なんの、わたしがいなかったばかりに、とんだかわいそうなことをしました。でもこうしてまた会あわれたので、ほんとうにうれしいよ。」
　と言いいました。
　すずめはきょうだいやお友ともだちのすずめを残のこらず集あつめて、おじいさんのすきなものをたくさんごちそうをして、おもしろい歌うたに合わせて、みんなですずめ踊おどりを踊おどって見みせました。おじいさんはたいそうよろこんで、うちへ帰かえるのも忘わすれていました。そのうちにだんだん暗くらくなってきたものですから、おじいさんは、
「今日きょうはお陰かげで一日にちおもしろかった。日の暮くれないうちに、どれ、おいとまとしましょう。」
　と言いって、立たちかけました。すずめは、
「まあ、こんなむさくるしいところですけれど、今夜こんやはここへとまっていらっしゃいましな。」
　と言いって、みんなで引ひきとめました。
「せっかくだが、おばあさんも待まっているだろうから、今日きょうは帰かえることにしましょう。またたびたび来きますよ。」
「それは残念ざんねんでございますこと、ではおみやげをさし上あげますから、しばらくお待まち下くださいまし。」
　と言いって、すずめは奥おくからつづらを二つ持もってきました。そして、
「おじいさん、重おもいつづらに、軽かるいつづらです。どちらでもよろしい方ほうをお持もち下ください。」
　と言いいました。
「どうもごちそうになった上、おみやげまでもらってはすまないが、せっかくだからもらって帰かえりましょう。だがわたしは年としをとっているし、道みちも遠とおいから、軽かるい方ほうをもらっていくことにしますよ。」
　こう言いっておじいさんは、軽かるいつづらを背負せおわせてもらって、
「じゃあ、さようなら。また来きますよ。」
「お待まち申もうしております。どうか気きをつけてお帰かえり下くださいまし。」
　と言いって、すずめは門口かどぐちまでおじいさんを送おくって出ました。






        　　　　　三

　日が暮くれてもおじいさんがなかなかもどらないので、おばあさんは、
「どこへ出かけたのだろう。」
　とぶつぶつ言いっているところへ、おみやげのつづらを背負せおって、おじいさんが帰かえって来きました。
「おじいさん、今いまごろまでどこに何なにをしていたんですね。」
「まあ、そんなにおおこりでないよ。今日きょうはすずめのお宿やどへたずねて行いって、たくさんごちそうになったり、すずめ踊おどりを見みせてもらったりした上に、このとおりりっぱなおみやげをもらって来きたのだよ。」
　こう言いってつづらを下おろすと、おばあさんは急きゅうににこにこしながら、
「まあ、それはようございましたねえ。いったい何なにが入はいっているのでしょう。」
　と言いって、さっそくつづらのふたをあけますと、中から目のさめるような金銀きんぎんさんごや、宝珠ほうじゅの玉たまが出てきました。それを見みるとおじいさんは、とくいらしい顔かおをして言いいました。
「なにね、すずめは重おもいつづらと軽かるいつづらと二つ出だして、どちらがいいというから、わたしは年としはとっているし、道みちも遠とおいから、軽かるいつづらにしようといってもらってきたのだが、こんなにいいものが入はいっていようとは思おもわなかった。」
　するとおばあさんは急きゅうにまたふくれっ面つらをして、
「ばかなおじいさん。なぜ重おもい方ほうをもらってこなかったのです。その方ほうがきっとたくさん、いいものが入はいっていたでしょうに。」
「まあ、そう欲よくばるものではないよ。これだけいいものが入はいっていれば、たくさんではないか。」
「どうしてたくさんなものですか。よしよし、これから行いって、わたしが重おもいつづらの方ほうももらってきます。」
　と言いって、おじいさんが止とめるのも聞きかず、あくる日の朝あさになるまで待またれないで、すぐにうちをとび出だしました。
　もう外そとはまっ暗くらになっていましたが、おばあさんは欲よくばった一心いっしんでむちゃくちゃにつえをつき立たてながら、
「舌切したきりすずめ、
お宿やどはどこだ、
チュウ、チュウ、チュウ。」

　と言いい言いいたずねて行きました。野のを越こえ、山を越こえて、また野のを越こえて、山を越こえて、大きな竹たけやぶのある所ところへ来きますと、やぶの中から、
「舌切したきりすずめ、
お宿やどはここよ。
チュウ、チュウ、チュウ。」

　という声こえがしました。おばあさんは「しめた。」と思おもって、声こえのする方ほうへ歩あるいて行きますと、舌したを切きられたすずめがこんども門もんをあけて出てきました。そしてやさしく、
「まあ、おばあさんでしたか。よくいらっしゃいました。」
　と言いって、うちの中へ案内あんないをしました。そして、
「さあ、どうぞお上あがり下くださいまし。」
　とおばあさんの手てを取とっておざしきへ上あげようとしましたが、おばあさんは何なんだかせわしそうにきょときょと見みまわしてばかりいて、おちついて座すわろうともしませんでした。
「いいえ、お前まえさんのぶじな顔かおを見みればそれで用ようはすんだのだから、もうかまっておくれでない。それよりか早はやくおみやげをもらって、おいとましましょう。」
　いきなりおみやげのさいそくをされたので、すずめはまあ欲よくの深ふかいおばあさんだとあきれてしまいましたが、おばあさんはへいきな顔かおで、
「さあ、早はやくして下くださいよ。」
　と、じれったそうに言いうものですから、
「はい、はい、それではしばらくお待まち下くださいまし。今いまおみやげを持もってまいりますから。」
　と言いって、奥おくからつづらを二つ出だしてきました。
「さあ、それでは重おもい方ほうと軽かるい方ほうと二つありますから、どちらでもよろしい方ほうをお持もち下ください。」
「それはむろん、重おもい方ほうをもらっていきますよ。」
　と言いうなりおばあさんは、重おもいつづらを背中せなかにしょい上あげてあいさつもそこそこに出ていきました。
　おばあさんは重おもいつづらを首尾しゅびよくもらったものの、それでなくっても重おもいつづらが、背負せおって歩あるいて行くうちにどんどん、どんどん重おもくなって、さすがに強情ごうじょうなおばあさんも、もう肩かたが抜ぬけて腰こしの骨ほねが折おれそうになりました。それでも、
「重おもいだけに宝たからがよけい入はいっているのだから、ほんとうに楽たのしみだ。いったいどんなものが入はいっているのだろう。ここらでちょいと一休ひとやすみして、ためしに少すこしあけてみよう。」
　こう独ひとり言ごとを言いいながら、道みちばたの石いしの上に「どっこいしょ。」と腰こしをかけて、つづらを下おろして、急いそいでふたをあけてみました。
　するとどうでしょう、中を目のくらむような金銀きんぎんさんごと思おもいの外ほか、三みつ目め小僧こぞうだの、一ひとつ目め小僧こぞうだの、がま入道にゅうどうだの、いろいろなお化ばけがにょろにょろ、にょろにょろ飛とび出だして、
「この欲よくばりばばあめ。」と言いいながら、こわい目をしてにらめつけるやら、気味きみの悪わるい舌したを出だして顔かおをなめるやらするので、もうおばあさんは生いきた空そらはありませんでした。
「たいへんだ、たいへんだ。助たすけてくれ。」
　とおばあさんは金切かなきり声ごえを上あげて、一生懸命いっしょうけんめい逃にげ出だしました。そしてやっとのことで、半分はんぶん死しんだようにまっ青さおになって、うちの中にかけ込こみますと、おじいさんはびっくりして、
「どうした、どうした。」
　と言いいました。おばあさんはこれこれの目にあったと話はなして、「ああもう、こりごりだ。」と言いいますと、おじいさんは気きの毒どくそうに、
「やれやれ、それはひどい目にあったな。だからあんまりむじひなことをしたり、あんまり欲よくばったりするものではない。」と言いいました。
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        　　　　　一

　むかし、むかし、あるところに、猿さるとかにがありました。
　ある日猿さるとかにはお天気てんきがいいので、連つれだって遊あそびに出ました。その途中とちゅう、山道やまみちで猿さるは柿かきの種たねを拾ひろいました。またしばらく行いくと、川かわのそばでかにはおむすびを拾ひろいました。かには、
「こんないいものを拾ひろった。」
　と言いって猿さるに見みせますと、猿さるも、
「わたしだってこんないいものを拾ひろった。」
　と言いって、柿かきの種たねを見みせました。けれど猿さるはほんとうはおむすびがほしくってならないものですから、かにに向むかって、
「どうだ、この柿かきの種たねと取とりかえっこをしないか。」
　と言いいました。
「でもおむすびの方ほうが大きいじゃないか。」
　とかには言いいました。
「でも柿かきの種たねは、まけば芽めが出て木になって、おいしい実みがなるよ。」
　と猿さるは言いいました。そう言いわれるとかにも種たねがほしくなって、
「それもそうだなあ。」
　と言いいながら、とうとう大きなおむすびと、小さな柿かきの種たねとを取とりかえてしまいました。猿さるはうまくかにをだましておむすびをもらうと、見みせびらかしながらうまそうにむしゃむしゃ食たべて、
「さようなら、かにさん、ごちそうさま。」
　と言いって、のそのそ自分じぶんのうちへ帰かえっていきました。

　　　　　二

　かには柿かきの種たねをさっそくお庭にわにまきました。そして、
「早はやく芽めを出だせ、柿かきの種たね。
出ださぬと、はさみでちょん切ぎるぞ。」

　と言いいました。すると間まもなく、かわいらしい芽めがにょきんと出ました。
　かにはその芽めに向むかって毎日まいにち、
「早はやく木になれ、柿かきの芽めよ。
ならぬと、はさみでちょん切ぎるぞ。」

　と言いいました。すると柿かきの芽めはずんずんのびて、大きな木になって、枝えだが出て、葉はが茂しげって、やがて花はなが咲さきました。
　かにはこんどはその木に向むかって毎日まいにち、
「早はやく実みがなれ、柿かきの木よ。
ならぬと、はさみでちょん切ぎるぞ。」

　と言いいました。すると間まもなく柿かきの木にはたくさん実みがなって、ずんずん赤あかくなりました。それを下からかには見上みあげて、
「うまそうだなあ。早はやく一つ食たべてみたい。」
　といって、手てをのばしましたが、背せいがひくくってとどきません。こんどは木の上に登のぼろうとしましたが、横よこばいですからいくら登のぼっても登のぼっても落おちてしまいます。とうとうかにもあきらめて、それでも毎日まいにち、くやしそうに下からながめていました。
　するとある日猿さるが来きて、鈴すずなりになっている柿かきを見上みあげてよだれをたらしました。そしてこんなにりっぱな実みがなるなら、おむすびと取とりかえっこをするのではなかったと思おもいました。それを見みてかには、
「猿さるさん、ながめていないで、登のぼって取とってくれないか。お礼れいには柿かきを少すこし上あげるよ。」
　と言いいました。猿さるは、
「しめた。」
　と言いわないばかりの顔かおをして、
「よしよし、取とって上あげるから待まっておいで。」
　と言いいながら、するする木の上に登のぼっていきました。そして枝えだと枝えだとの間あいだにゆっくり腰こしをかけて、まず一つ、うまそうな赤あかい柿かきをもいで、わざと、「どうもおいしい柿かきだ。」と言いい言いい、むしゃむしゃ食たべはじめました。かにはうらやましそうに下でながめていましたが、
「おい、おい、自分じぶんばかり食たべないで、早はやくここへもほうっておくれよ。」
　と言いいますと、猿さるは、「よし、よし。」と言いいながら、わざと青あおい柿かきをもいでほうり出だしました。かにはあわてて拾ひろって食たべてみますと、それはしぶくって口がまがりそうでした。かにが、
「これこれ、こんなしぶいのはだめだよ。もっとあまいのをおくれよ。」
　と言いいますと、猿さるは「よし、よし。」と言いいながら、もっと青あおいのをもいで、ほうりました。かにが、
「こんどもやっぱりしぶくってだめだ。ほんとうにあまいのをおくれよ。」
　と言いいますと、猿さるはうるさそうに、
「よし、そんならこれをやる。」
　と言いいながら、いちばん青あおい硬かたいのをもいで、あおむいて待まっているかにの頭あたまをめがけて力ちからいっぱい投なげつけますと、かには、「あっ。」と言いったなり、ひどく甲羅こうらをうたれて、目をまわして、死しんでしまいました。猿さるは、「ざまをみろ。」と言いいながら、こんどこそあまい柿かきを一人ひとりじめにして、おなかのやぶれるほどたくさん食たべて、その上両手りょうてにかかえきれないほど持もって、あとをも見みずにどんどん逃にげて行いってしまいました。
　猿さるが行ってしまったあとへ、そのときちょうど裏うらの小川おがわへ友ともだちと遊あそびに行っていた子がにが帰かえって来きました。見みると柿かきの木の下に親おやがにが甲羅こうらをくだかれて死しんでいます。子がにはびっくりしておいおい泣なき出だしました。泣なきながら、「いったいだれがこんなひどいことをしたのだろう。」と思おもってよく見みますと、さっきまであれほどみごとになっていた柿かきがきれいになくなって、青あおい青あおいしぶ柿がきばかりが残のこっていました。
「じゃあ、猿さるのやつが殺ころして、柿かきを取とっていったのだな。」
　とかにはくやしがって、またおいおい泣なき出だしました。
　するとそこへ栗くりがぽんとはねて来きて、
「かにさん、かにさん、なぜ泣なくの。」
　と聞ききました。子がには、猿さるが親おやがにを殺ころしたから、かたきを討うちたいと言いいますと、栗くりは、
「にくい猿さるだ。よしよし、おじさんがかたきをとってやるから、お泣なきでない。」
　と言いいました。
　それでも子がには泣ないていますと、こんどは蜂はちがぶんとうなって来きて、
「かにさん、かにさん、なぜ泣なくの。」
　と聞ききました。
　子がには猿さるが親おやがにを殺ころしたから、かたきを討うちたいと言いいました。すると蜂はちも、
「にくい猿さるだ。よしよし、おじさんがかたきをとってやるから、お泣なきでない。」
　と言いいました。
　それでも子がにがまだ泣ないていますと、こんどは昆布こんぶがのろのろすべって来きて、
「かにさん、かにさん、なぜ泣なくの。」
　と聞ききました。
　子がには猿さるが親おやがにを殺ころしたから、かたきを討うちたいと言いいました。すると昆布こんぶも、
「にくい猿さるだ。よしよし、おじさんがかたきをとってやるから、お泣なきでない。」
　と言いいました。
　それでも子がにがまだ泣ないていますと、こんどは臼うすがころころころがって来きて、
「かにさん、かにさん、なぜ泣なくの。」
　と聞ききました。
　子がには猿さるが親おやがにを殺ころしたから、かたきを討うちたいと言いいました。すると臼うすも、
「にくい猿さるだ。よしよし、おじさんがかたきをとってやるから、お泣なきでない。」
　と言いいました。
　子がにはこれですっかり泣なきやみました。栗くりと蜂はちと昆布こんぶと臼うすとは、みんなよって、かたき討うちの相談そうだんをはじめました。







        　　　　三

　相談そうだんがやっとまとまると、臼うすと昆布こんぶと蜂はちと栗くりは、子がにを連つれて猿さるのうちへ出かけて行きました。猿さるはたんと柿かきを食たべて、おなかがくちくなって、おなかこなしに山へでも遊あそびに行ったとみえて、うちにはいませんでした。
「ちょうどいい。この間あいだにみんなでうちの中にかくれて待まっていよう。」
　と臼うすが言いいますと、みんなはさんせいして、いちばんに栗くりが、
「わたしはここにかくれよう。」
　と言いって、炉ろの灰はいの中にもぐり込こみました。
「わたしはここだよ。」
　と言いいながら、蜂はちは水がめの陰かげにかくれました。
「わたしはここさ。」
　と、昆布こんぶは敷居しきいの上に長々ながながと寝ねそべりました。
「じゃあ、わたしはここに乗のっていよう。」
　と臼うすは言いって、かもいの上にはい上あがりました。
　夕方ゆうがたになって、猿さるはくたびれて、外そとから帰かえって来きました。そして炉ろばたにどっかり座すわり込こんで、
「ああ、のどが渇かわいた。」
　と言いいながら、いきなりやかんに手てをかけますと、灰はいの中にかくれていた栗くりがぽんとはね出だして、とび上あがって、猿さるの鼻面はなづらを力ちからまかせにけつけました。
「あつい。」
　と猿さるはさけんであわてて鼻面はなづらをおさえて、台所だいどころへかけ出だしました。そしてやけどをひやそうと思おもって、水がめの上に顔かおを出だしますと、陰かげから蜂はちがぶんととび出だして、猿さるの目の上をいやというほど刺さしました。
「いたい。」
　と猿さるはさけんで、またあわてておもてへ逃にげ出だしました。逃にげ出だすひょうしに、敷居しきいの上に寝ねていた昆布こんぶでつるりとすべって、腹はらんばいに倒たおれました。その上に臼うすが、どさりところげ落おちて、うんとこしょと重おもしになってしまいました。
　猿さるは赤あかい顔かおをありったけ赤あかくして苦くるしがって、うんうんうなりながら、手足てあしをばたばたやっていました。
　そのとき、お庭にわの隅すみから子がにがちょろちょろはい出だしてきて、
「親おやのかたき、覚おぼえたか。」
　と言いいながら、はさみをふり上あげて、猿さるの首くびをちょきんとはさみではさんでしまいました。
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        　　　　　一

　むかし、むかし、海うみの底そこに竜王りゅうおうとお后きさきがりっぱな御殿ごてんをこしらえて住すんでいました。海うみの中のおさかなというおさかなは、みんな竜王りゅうおうの威勢いせいにおそれてその家来けらいになりました。
　ある時とき竜王りゅうおうのお后きさきが、ふとしたことからたいそう重おもい病気びょうきになりました。いろいろに手てをつくして、薬くすりという薬くすりをのんでみましたが、ちっとも利ききめがありません。そのうちだんだんに体からだが弱よわって、今日明日きょうあすも知しれないようなむずかしい容体ようだいになりました。
　竜王りゅうおうはもう心配しんぱいで心配しんぱいで、たまりませんでした。そこでみんなを集あつめて「いったいどうしたらいいだろう。」と相談そうだんをかけました。みんなも「さあ。」と言いって顔かおを見合みあわせていました。
　するとその時ときはるか下しもの方ほうからたこの入道にゅうどうが八本足ほんあしでにょろにょろ出てきて、おそるおそる、
「わたくしは始終しじゅう陸おかへ出て、人間にんげんやいろいろの陸おかの獣けものたちの話はなしも聞きいておりますが、何なんでも猿さるの生いき肝ぎもが、こういう時ときにはいちばん利ききめがあるそうでございます。」
　と言いいました。
「それはどこにある。」
「ここから南みなみの方ほうに猿さるが島しまという所ところがございます。そこには猿さるがたくさん住すんでおりますから、どなたかお使つかいをおやりになって、猿さるを一ぴきおつかまえさせになれば、よろしゅうございます。」
「なるほど。」
　そこでだれをこのお使つかいにやろうかという相談そうだんになりました。するとたいの言いうことに、
「それはくらげがよろしゅうございましょう。あれは形かたちはみっともないやつでございますが、四よつ足あしがあって、自由じゆうに陸おかの上が歩あるけるのでございます。」
　そこでくらげが呼よび出だされて、お使つかいに行くことになりました。けれどいったいあまり気きの利きいたおさかなでないので、竜王りゅうおうから言いいつけられても、どうしていいか困こまりきってしまいました。
　くらげはみんなをつかまえて、片かたっぱしから聞ききはじめました。
「いったい猿さるというのはどんな形かたちをしたものでしょう。」
「それはまっ赤かな顔かおをして、まっ赤かなお尻しりをして、よく木の上に上あがっていて、たいへん栗くりや柿かきのすきなものだよ。」
「どうしたらその猿さるがつかまるでしょう。」
「それはうまくだますのさ。」
「どうしてだましたらいいでしょう。」
「それは何なんでも猿さるの気きに入いりそうなことを言いって、竜王りゅうおうさまの御殿ごてんのりっぱで、うまいもののたくさんある話はなしをして、猿さるが来きたがるような話はなしをするのさ。」
「でもどうして海うみの中へ猿さるを連つれて来きましょう。」
「それはお前まえがおぶってやるのさ。」
「ずいぶん重おもいでしょうね。」
「でもしかたがない。それはがまんするさ。そこが御奉公ごほうこうだ。」
「へい、へい、なるほど。」
　そこでくらげは、ふわりふわり海うみの中に浮うかんで、猿さるが島しまの方ほうへ泳およいで行きました。






        　　　　二

　やがて向むこうに一つの島しまが見みえました。くらげは「あれがきっと猿さるが島しまだな。」と思おもいながら、やがて島しまに泳およぎつきました。陸おかへ上あがってきょろきょろ見みまわしていますと、そこの松まつの木の枝えだにまっ赤かな顔かおをして、まっ赤かなお尻しりをしたものがまたがっていました。くらげは、「ははあ、あれが猿さるだな。」と思おもって、何なにくわない顔かおで、そろそろとそばへよって、
「猿さるさん、猿さるさん、今日こんにちは、いいお天気てんきですね。」
「ああ、いいお天気てんきだ。だがお前まえさんはあまりみかけない人だが、どこから来きたのだね。」
「わたしはくらげといって竜王りゅうおうの御家来ごけらいさ。今日きょうはあんまりお天気てんきがいいので、うかうかこの辺へんまで遊あそびに来きたのですが、なるほどこの猿さるが島しまはいい所ところですね。」
「うん、それはいい所ところだとも。このとおりけしきはいいし、栗くりや柿かきの実みはたくさんあるし、こんないい所ところは外ほかにはあるまい。」
　こう言いって猿さるが低ひくい鼻はなを一生懸命いっしょうけんめい高たかくして、とくいらしい顔かおをしますと、くらげはわざと、さもおかしくってたまらないというように笑わらい出だしました。
「はッは、そりゃ猿さるが島しまはいい所ところにはちがいないが、でも竜宮りゅうぐうとはくらべものにならないね。猿さるさんはまだ竜宮りゅうぐうを知しらないものだから、そんなこと言いっていばっておいでだけれど、そんなことをいう人に一度ど竜宮りゅうぐうを見みせて上あげたいものだ。どこもかしこも金銀きんぎんやさんごでできていて、お庭にわには一年中いちねんじゅう栗くりや柿かきやいろいろの果物くだものが、取とりきれないほどなっていますよ。」
　こう言いわれると猿さるはだんだん乗のり出だしてきました。そしてとうとう木から下おりてきて、
「ふん、ほんとうにそんないい所ところなら、わたしも行ってみたいな。」
　と言いいました。くらげは心こころの中で、「うまくいった。」と思おもいながら、
「おいでになるなら、わたしが連つれて行って上あげましょう。」
「だってわたしは泳およげないからなあ。」
「大丈夫だいじょうぶ、わたしがおぶっていって上あげますよ。だから、さあ、行きましょう、行きましょう。」
「そうかい。それじゃあ、頼たのむよ。」
　と、とうとう猿さるはくらげの背中せなかに乗のりました。猿さるを背中せなかに乗のせると、くらげはまたふわりふわり海うみの上を泳およいで、こんどは北きたへ北きたへと帰かえっていきました。しばらく行くと猿さるは、
「くらげさん、くらげさん。まだ竜宮りゅうぐうまでは遠とおいのかい。」
「ええ、まだなかなかありますよ。」
「ずいぶんたいくつするなあ。」
「まあ、おとなしくして、しっかりつかまっておいでなさい。あばれると海うみの中へ落おちますよ。」
「こわいなあ。しっかり頼たのむよ。」
　こんなことを言いっておしゃべりをしていくうちに、くらげはいったいあまり利口りこうでもないくせにおしゃべりなおさかなでしたから、ついだまっていられなくなって、
「ねえ、猿さるさん、猿さるさん、お前まえさんは生いき肝ぎもというものを持もっておいでですか。」
　と聞ききました。
　猿さるはだしぬけにへんなことを聞きくと思おもいながら、
「そりゃあ持もっていないこともないが、それを聞きいていったいどうするつもりだ。」
「だってその生いき肝ぎもがいちばんかんじんな用事ようじなのだから。」
「何なにがかんじんだと。」
「なあにこちらの話はなしですよ。」
　猿さるはだんだん心配しんぱいになって、しきりに聞ききたがります。くらげはよけいおもしろがって、しまいにはお調子ちょうしに乗のって猿さるをからかいはじめました。猿さるはあせって、
「おい、どういうわけだってば。お言いいよ。」
「さあ、どうしようかな。言いおうかな、言いうまいかな。」
「何なんだってそんないじの悪わるいことを言いって、じらすのだ。話はなしておくれよ。」
「じゃあ、話はなしますがね、実じつはこの間あいだから竜王りゅうおうのお后きさきさまが御病気ごびょうきで、死しにかけておいでになるのです。それで猿さるの生いき肝ぎもというものを上あげなければ、とても助たすかる見込みこみがないというので、わたしがお前まえさんを誘さそい出だしに来きたのさ。だからかんじんの用事ようじというのは生いき肝ぎもなんですよ。」
　そう聞きくと猿さるはびっくりして、ふるえ上あがってしまいました。けれど海うみの中ではどんなにさわいでもしかたがないと思おもいましたから、わざとへいきな顔かおをして、
「何なんだ、そんなことなのか。わたしの生いき肝ぎもで、竜王りゅうおうのお后きさきさんの病気びょうきがなおるというのなら、生いき肝ぎもぐらいいくらでも上あげるよ。だがなぜそれをはじめから言いわなかったろうなあ。ちっとも知しらないものだから、生いき肝ぎもはつい出がけに島しまへ置おいてきたよ。」
「へえ、生いき肝ぎもを置おいてきたのですって。」
「そうさ、さっきいた松まつの木の枝えだに引ひっかけて干ほしてあるのさ。何なにしろ生いき肝ぎもというやつは時々ときどき出だして、洗濯せんたくしないと、よごれるものだからね。」
　猿さるがまじめくさってこういうものですから、くらげはすっかりがっかりしてしまって、
「やれ、やれ、それはとんだことをしましたねえ。かんじんの生いき肝ぎもがなくっては、お前まえさんを竜宮りゅうぐうへ連つれて行ってもしかたがない。」
「ああ、わたしだって竜宮りゅうぐうへせっかく行くのに、おみやげがなくなっては、ぐあいが悪わるいよ。じゃあごくろうでも、もう一度ど島しままで帰かえってもらおうか。そうすれば生いき肝ぎもを取とってくるから。」
　そこでくらげはぶつぶつ言いいながら、猿さるを背負せおって、もとの島しままで帰かえっていきました。
　猿さるが島しまに着つくと、猿さるはあわててくらげの背中せなかからとび下おりて、するすると木の上へ登のぼっていきましたが、それきりいつまでたっても下おりてはきませんでした。
「猿さるさん、猿さるさん、いつまで何なにをしているの。早はやく生いき肝ぎもを持もって下おりておいでなさい。」
　とくらげはじれったそうに言いいました。すると猿さるは木の上でくつくつ笑わらい出だして、
「とんでもない。おとといおいで。今日こんにちはごくろうさま。」
　と言いいました。くらげはぷっとふくれっつらをして、
「何なんだって。じゃあ生いき肝ぎもを取とってくる約束やくそくはどうしたのです。」
「ばかなくらげやい。だれが自分じぶんで生いき肝ぎもを持もっていくやつがあるものか。生いき肝ぎもを取とられれば命いのちがなくなるよ。ごめん、ごめん。」
　こういって猿さるは木の上から赤あかンべいをして、
「それほどほしけりゃ上あがっておいで。くやしくも上あがれまい、わあい。わあい。」
　と言いいながら、赤あかいお尻しりを三度どたたきました。
　いくらばかにされても、くらげはどうすることもできないので、べそをかきながら、すごすご竜宮りゅうぐうへ帰かえっていきました。
　竜宮りゅうぐうへ帰かえると、竜王りゅうおうはじめみんな待まちかねていて、
「猿さるはどうした。どうした。生いき肝ぎもはどうした。どうした。」
　と、大ぜいくらげを取とりかこんでせき立たてました。
　外ほかにしかたがないので、くらげはせっかく猿さるをだまして連つれ出だしながら、あべこべにだまされて、逃にげられてしまった話はなしをしました。すると竜王りゅうおうはまっ赤かになっておこりました。
「ばかなやつだ。とんまめ。あほうめ。みんな、こらしめのためにこいつの骨ほねのなくなるまで、ぶって、ぶって、ぶち据すえろ。」
　そこでたいや、ひらめや、かれいや、ほうぼうや、いろいろなおさかなが寄よってたかって、逃にげまわるくらげをつかまえて、まん中にひき据すえて、
「このおしゃべりめ。この出過ですぎものめ。このまぬけめ。」
　と口々くちぐちに言いいながら、めちゃめちゃにぶち据すえたものですから、とうとうからだ中じゅうの骨ほねが、くなくなになって、今いまのような目も鼻はなもない、のっぺらぼうな骨ほねなしのくらげになってしまいました。
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        　むかし、むかし、ある家いえのお倉くらの中に、お米こめを持もって、麦むぎを持もって、粟あわを持もって、豆まめを持もって、たいそうゆたかに暮くらしているお金かね持もちのねずみが住すんでおりました。
　子供こどもがないので神かみさまにお願ねがいしますと、やっと女おんなの子が生うまれました。その子はずんずん大きくなって、かがやくほど美うつくしくなって、それはねずみのお国くにでだれ一人ひとりくらべるもののない日本一にほんいちのいい娘むすめになりました。
　こうなると、もうねずみの仲間なかまには見みわたしたところ、とても娘むすめのお婿むこさんにするような者ものはありませんでした。ねずみのおとうさんとおかあさんは、
「うちの娘むすめは日本一にほんいちの娘むすめなのだから、何なんでも日本一にほんいちのお婿むこさんをもらわなければならない。」
　と言いいました。
　そこでこの世よの中でだれがいちばんえらいかというと、それは高たかい高たかい空そらの上から世界中せかいじゅうをあかるく照てらしておいでになるお日さまの外ほかにはありませんでした。そこでおとうさんはおかあさんと娘むすめを連つれて、天てんへ上のぼっていきました。そしてお日さまに、
「お日さま、お日さま、あなたは世よの中でいちばんえらいお方かたです。どうぞわたくしの娘むすめをお嫁よめにもらって下くださいまし。」
　といって、ていねいにおじぎをしました。
　するとお日さまはにこにこなさりながら、
「それはありがたいが、世よの中にはわたしよりもっとえらいものがあるよ。」
　とおっしゃいました。
　おとうさんはびっくりしました。
「まあ、あなたよりもえらい方かたがあるのですか。それはどなたでございますか。」
「それは雲くもさ。わたしがいくら空そらでかんかん照てっていようと思おもっても、雲くもが出てくるともうだめになるのだからね。」
「なるほど。」
　おとうさんはそこで、こんどは雲くもの所ところへ出かけました。
「雲くもさん、雲くもさん、あなたは世よの中でいちばんえらいお方かたです。どうぞわたくしの娘むすめをお嫁よめにもらって下くださいまし。」
「それはありがたいが、世よの中にはわたしよりもっとえらいものがあるよ。」
　おとうさんはびっくりしました。
「まあ、あなたよりもえらい方かたがあるのですか。それはどなたでございますか。」
「それは風かぜさ。風かぜに吹ふきとばされてはわたしもかなわないよ。」
「なるほど。」
　おとうさんはそこで、こんどは風かぜの所ところへ出かけていきました。
「風かぜさん、風かぜさん、あなたは世よの中でいちばんえらいお方かたです。どうぞわたくしの娘むすめをお嫁よめにもらって下くださいまし。」
「それはありがたいが、世よの中にはわたしよりもっとえらいものがあるよ。」
　おとうさんはびっくりしました。
「まあ、あなたよりもえらい方かたがあるのですか。それはどなたでございますか。」
「それは、壁かべさ。壁かべばかりはわたしの力ちからでもとても、吹ふきとばすことはできないからね。」
「なるほど。」
　おとうさんはそこでまた、のこのこ壁かべの所ところへ出かけていきました。
「壁かべさん、壁かべさん、あなたは世よの中でいちばんえらいお方かたです。どうぞうちの娘むすめをお嫁よめにもらって下くださいまし。」
「それはありがたいが、世よの中にはわたしよりもっとえらいものがあるよ。」
　おとうさんはびっくりしました。
「まあ、あなたよりもえらい方かたがあるのですか。それはどなたでございますか。」
「それはだれでもない、そういうねずみさんさ。わたしがいくらまっ四角かくな顔かおをして、固かたくなって、がんばっていても、ねずみさんはへいきでわたしの体からだを食くい破やぶって、穴あなをあけて通とおり抜ぬけていくじゃないか。だからわたしはどうしてもねずみさんにはかなわないよ。」
「なるほど。」
　とねずみのおとうさんは、こんどこそほんとうにしんから感心かんしんしたように、ぽんと手てを打うって、
「これは今いままで気きがつかなかった。じゃあわたしどもが世よの中でいちばんえらいのですね。ありがたい。ありがたい。」
　とにこにこしながら、いばって帰かえっていきました。そして帰かえるとさっそく、お隣となりのちゅう助すけねずみを娘むすめのお婿むこさんにしました。
　若わかいお婿むこさんとお嫁よめさんは、仲なかよく暮くらして、おとうさんとおかあさんをだいじにしました。そしてたくさん子供こどもを生うんで、お倉くらのねずみの一家いっかはますます栄さかえました。
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        　　　　　一

　むかし、むかし、京都きょうとの町まちでねずみがたいそうあばれて、困こまったことがありました。台所だいどころや戸棚とだなの食たべ物ものを盗ぬすみ出だすどころか、戸障子としょうじをかじったり、たんすに穴あなをあけて、着物きものをかみさいたり、夜よるも昼ひるも天井てんじょううらやお座敷ざしきの隅すみをかけずりまわったりして、それはひどいいたずらのしほうだいをしていました。
　そこでたまらなくなって、ある時ときお上かみからおふれが出て、方々ほうぼうのうちの飼かい猫ねこの首くびったまにつないだ綱つなをといて、放はなしてやること、それをしない者ものは罰ばつをうけることになりました。それまではどこでも猫ねこに綱つなをつけて、うちの中に入いれて、かつ節ぶしのごはんを食たべさせて、だいじにして飼かっておいたのです。それで猫ねこが自由じゆうにかけまわってねずみを取とるということがありませんでしたから、とうとうねずみがそんな風ふうに、たれはばからずあばれ出だすようになったのでした。
　けれどもおふれが出て、猫ねこの綱つながとけますと、方々ほうぼうの三毛みけも、ぶちも、黒くろも、白しろも自由じゆうになったので、それこそ大喜おおよろこびで、都みやこの町中まちじゅうをおもしろ半分はんぶんかけまわりました。どこへ行ってもそれはおびただしい猫ねこで、世よの中はまったく猫ねこの世界せかいになったようでした。
　こうなると弱よわったのはねずみです。きのうまで世よの中をわが物顔ものがおにふるまって、かって気きままなまねをしていた代かわりに、こんどは一日にち暗くらい穴あなの中に引ひっ込こんだまま、ちょいとでも外そとへ顔かおを出だすと、もうそこには猫ねこが鋭するどい爪つめをといでいました。夜よるもうっかり流ながしの下したや、台所だいどころの隅すみに食たべ物ものをあさりに出ると、暗くらやみに目が光ひかっていて、どんな目にあうか分わからなくなりました。

　　　　　二

「これではとてもやりきれない。かつえ死じにに死しぬほかなくなる。今いまのうちにどうかして猫ねこをふせぐ相談そうだんをしなければならない。」というので、ある晩ばんねずみ仲間なかまが残のこらずお寺てらの本堂ほんどうの縁えんの下に集あつまって、会議かいぎを開ひらきました。
　その時とき、中でいちばん年としを取とったごま塩しおねずみが、一段だん高たかい段だんの上につっ立たち上あがって、
「みなさん、じつに情なさけない世よの中になりました。元来がんらい猫ねこはあわび貝かいの中のかつ節飯ぶしめしか汁しるかけ飯めしを食たべて生いきていればいいはずのものであるのに、われわれを取とって食たべるというのは何事なにごとでしょう。このまますてておけば、今いまにこの世よの中にねずみの種たねは尽つきてしまうことになるのです。いったいどうしたらいいでしょう。」
　すると元気げんきのよさそうな一ぴきの若わかいねずみが立たち上あがって、
「かまわないから、猫ねこの寝ねているすきをねらって、いきなりのど笛ぶえに食くいついてやりましょう。」
　と言いいました。
　みんなは「さんせいだ。」というような顔かおをしましたが、さてだれ一人ひとり進すすんで猫ねこに向むかっていこうというものはありませんでした。
　するとまた一ぴき背中せなかのまがったねずみがぶしょうらしく座すわったまま、のろのろした声こえで、
「そんなことを言いっても猫ねこにはかなわないよ。それよりかあきらめて、田舎いなかへ行いって野のねずみになって、気楽きらくに暮くらしたほうがましだ。」
　と言いいました。
　なるほど田舎いなかへ行いって野のねずみになって、木の根ねやきび殻がらをかじって暮くらすのは気楽きらくにちがいありませんが、これまでさんざん都みやこでおいしいものを食たべて、おもしろい思おもいをしたあとでは、さてなかなかその決心けっしんもつきませんでした。
　そこでいちばんおしまいに、中でもふんべつのありそうな頭あたまの白いねずみが立たち上あがりました。そして落おちついた調子ちょうしで、
「まあ何なにかというよりも、もう一度ど人間にんげんに頼たのんで、猫ねこをつないでもらうことにしたらいいだろう。」
　と言いいました。
　するとみんなが声こえを合あわせて、
「そうだ。そうだ。それに限かぎる。」
　と言いいました。
　そこで議長ぎちょうのごま塩しおねずみが仲間なかまからえらばれて、ここのお寺てらの和尚おしょうさんの所ところへ行って、もう一度ど猫ねこに綱つなをつけてもらうように頼たのみに行く役やくを引ひき受うけることになりました。ごま塩しおねずみはさっそく本堂ほんどうへ上あがって、和尚おしょうさんのお居間いままでそっとしのんでいって、
「和尚おしょうさま、和尚おしょうさま、お願ねがいでございます。」
　と言いいました。
　和尚おしょうさんはおどろいて、目をさまして、
「おお、だれかと思おもったらねずみか。その願ねがいというのは何なんだな。」
「はい、和尚おしょうさまも御存ごぞんじのとおり、このごろお上かみのお言いいつけで、都みやこの猫ねこが残のこらず放はなし飼がいになりましたので、罪つみのないわたくしどもの仲間なかまで、毎日まいにち、毎晩まいばん、猫ねこの鋭するどい爪つまさきにかかって命いのちを落おとすものが、どのくらいありますかわかりません。もう一日にち食たべ物ものの無ない穴あなの中に引ひっ込こんだまま、おなかをへらして死しぬか、外そとに出て猫ねこに食くわれるか、ほかにどうしようもございません。和尚おしょうさま、どうかおじひにもう一度ど猫ねこをうちの中につなぐようにお上かみへお願ねがい申もうし上あげて下くださいまし。今日きょうはそのお願ねがいに上あがったのでございます。」
　とねずみは言いって、殊勝しゅしょうらしく手てを合あわせて、和尚おしょうさんをおがみました。
　和尚おしょうさんはしばらく考かんがえていましたが、
「なるほど、そう聞きくと気きの毒どくだが、お前まえの方ほうにもいろいろ悪わるいことがあるよ。まあ、お前まえたちも人のすてたものや、そこらにこぼれた物ものを拾ひろって食たべていればいいのだが、これまでのように、夜昼よるひるかまわず、人のうちの中をかけまわって盗ぬすみ食ぐいをしたり、着物きものを食くいやぶったり、さんざん悪わるいいたずらばかりしておきながら、今更いまさら猫ねこに苦くるしめられるといって泣なき言ごとを言いいに来きても、それは自業自得じごうじとくというもので、わたしにだってどうしてもやられないよ。」
　こう言いわれて、ごま塩しおねずみもがっかりして、すごすご帰かえっていきました。
　もとの縁えんの下したへ帰かえって来きてみますと、じいさんねずみも、若わかねずみも、大おおねずみも、小こねずみもみんなさっきのままで、首くびを長ながくして、ひげを立たてて、ごま塩しおねずみが今いま帰かえるか、今いま帰かえるかと待まちかねていました。けれどもごま塩しおねずみがしおしおと、和尚おしょうさんに会あってことわられた話はなしをしますと、みんなはいっそうがっかりして、またわいわい、いつまでもまとまらない相談そうだんをはじめました。そのうちに夜よが明あけてしまったので、こんなに大おおぜい集あつまっているところをうっかり猫ねこに見みつけられては、それこそたいへんだといって、
「じゃあ、あすの晩ばんもう一度ど和尚おしょうさんの所ところへみんなで行いって、頼たのむことにしよう。」
　とそれだけきめて、またこそこそとてんでんの穴あなの中に別わかれて帰かえっていきました。
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　すると猫ねこの方ほうでももうさっそくに、きのうねずみが和尚おしょうさんの所ところへ頼たのみに言いったことを聞ききつけて、「これはすてておかれない。」というので、町まちはずれの原はらに大おおぜい集あつまって相談そうだんをはじめました。
　その時ときまず、その中で年としを取とった白猫しろねこが一段いちだん高たかい石いしの上に立たち上あがって、
「みなさん、聞きくところによりますと、こんどわたしたちが放はなし飼がいになったについて、ねずみどもがたいそう困こまって、昨晩さくばんお寺てらの和尚おしょうさんの所ところへ行って、もう一度どわたしたちをつないでくれるように頼たのんだということであります。これはじつにけしからん話はなしで、ぜんたいねずみは猫ねこの食くい物ものと大昔おおむかしから神かみさまがおきめになったのです。その上ねずみはあのとおり悪わるさをして、人間にんげんにめいわくをかける悪わるいやつです。万一まんいちねずみめのいうことが取とり上あげられて、せっかく自由じゆうになったわれわれが、またもとの窮屈きゅうくつな身分みぶんに追おい込こまれるようなことがあってはたいへんです。さっそく和尚おしょうさんの所ところへ行いって、あくまでそんなことのないようにしてもらわなければなりません。」
　こう言いうとみんなは声こえをそろえて、
「賛成さんせい、賛成さんせい。さあ、ではすぐ白しろのおじいさんに、行いってもらうことにしましょう。」
　と言いいました。そこで白しろは一同いちどうの代かわりになって、和尚おしょうさんの所ところへ出でかけていきました。
「和尚おしょうさま、聞ききますとゆうべねずみがこちらへ上あがって、わたくしどもの悪口わるくちを申もうしたそうですね。どうもけしからん話はなしでございます。ねずみというやつは、人間にんげんの中で申もうせばどろぼうにあたるやつで、じひをおかけになればなるほどよけい悪わるいことをいたします。もしねずみの言いうことをお取とり上あげになって、わたくしどもがまたつながれるようなことになりますと、いよいよやつらは図ずに乗のって、どんなひどいいたずらをするかわかりません。それとは違ちがって、猫ねこはもと天竺てんじくの虎とらの子孫しそんでございますが、日本にほんは、小さなやさしい国柄くにがらですから、この国くにに住すみつくといっしょに、このとおり小さなやさしい獣けものになったのでございます。しかし一度どほんとうにおこって、元もとの虎とらの本性ほんしょうに返かえりますと、どんな獣けものでも恐おそれません。それ故ゆえこんどお上かみからおふれが出て、放はなし飼がいになったのを幸さいわい、さしあたりねずみどもを手てはじめに、人間にんげんにあだをする獣けものを片かたっぱしから退治たいじするつもりでいるのです。」
　と言いいました。
　和尚おしょうさんは猫ねこのこうまんらしく述のべ立たてる口上こうじょうを、にこにこして聞ききながら、
「うん、うん、それはお前まえの言いうとおりだとも。だからねずみの言いうことは取とり上あげずに帰かえしてやったのだから、安心あんしんおしなさい。」
　と言いいました。
　そこで猫ねこはすっかりとくいになって、尾おをふり立たてながら、みんなが首くびを長ながくして待まっている所ところへ行って、
「みなさん、大丈夫だいじょうぶ、和尚おしょうさんは承知しょうちしてくれました。」
　と言いいました。
　するとみんなは口々くちぐちに「万歳ばんざい、万歳ばんざい。これで安心あんしんだ。」
　と言いって、手てをつなぎ合あって、猫ねこじゃ猫ねこじゃを踊おどりました。
　するとまたこの話はなしを聞きいたねずみ仲間なかまでは、
「猫ねこのやつが和尚おしょうさんの所ところへ頼たのみに行ったそうだ。」
「和尚おしょうさんは猫ねこに、ねずみの言いうことは決けっして取とり上あげないと約束やくそくをなさったそうだ。」
「何なんでも猫ねこは天竺てんじくの虎とらの子孫しそんで、人間にんげんのために世界中せかいじゅうの悪わるい獣けものを退治たいじするんだといばっていたそうだ。」
　てんでん、こんなことを口々くちぐちにわいわい言いいながら、またお寺てらの縁えんの下で会議かいぎを開ひらきました。けれどもべつだん変かわったいい知恵ちえも出ません。
「もうこの上和尚おしょうさんに頼たのんでみたところで、とてもむだだから、今夜こんやみんなでそろって和尚おしょうさんの所ところへ行くことはよそう。そして夜よの明あけないうちに、いよいよ都落みやこおちをして、田舎いなかへ行くことにしよう。」
　だれが言いい出だすともなく、年としを取とったねずみたちの間あいだにはこの話はなしがまとまって、みんなはあわてて夜逃よにげのしたくにかかりました。
　するとまた元気げんきのいい若わかねずみたちが、くやしがって、
「まあ待まって下ください。われわれはただの一度ども戦争せんそうらしい戦争せんそうをしないで、むざむざ都みやこを敵てきに明あけ渡わたして田舎いなかへ逃にげるというのは、いかにもふがいない話はなしではありませんか。それでは命いのちだけはぶじに助たすかっても、この後のち長ながく獣仲間けものなかまの笑わらわれものになって、まんぞくなつきあいもできなくなります。そんなはずかしい目にあうよりも、のるか、そるか、ここでいちばん死しにもの狂ぐるいに猫ねこと戦たたかって、うまく勝かてば、もうこれからは世よの中に何なにもこわいものはない、天井裏てんじょううらだろうが、台所だいどころだろうが、壁かべの隅すみだろうが、天下てんかはれてわれわれの領分りょうぶんになるし、負まけたら潔いさぎよくまくらを並ならべて死しぬばかりです。」
　と言いって、またくやしそうにきいきい歯はぎしりをしました。
　その勢いきおいがあんまり勇いさましかったものですから、逃にげ腰ごしになっていた外ほかのねずみたちも、ついうかうかつり込こまれて、
「そうだ、それがいい、それがいい。」
「なあに、猫ねこなんかちっともこわくないぞ。」
　とこんどは急きゅうに力りきみ返かえりながら、いよいよ戦争せんそうのしたくにとりかかりました。
　すると猫ねこの方ほうでもすばやくそれを聞ききつけて、
「何なにを、ねずみのくせに生意気なまいきなやつだ。」
「よし、残のこらずかかって来こい。一ぺんにみんな食くい殺ころしてやるから。」
　と急きゅうに爪つめをとぐやら、牙きばをこするやら、負まけずに戦争せんそうのしたくをして、
「おもしろい。おもしろい。ねずみのやつ、早はやく寄よせて来くればいい。」
　と待まちかまえていました。
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　いよいよしたくができて、勢揃せいぞろいがすむと、ねずみ仲間なかまは、親おやねずみ、子ねずみ、じじいねずみにばばあねずみ、おじさんねずみにおばさんねずみ、お婿むこさんねずみにお嫁よめさんねずみ、孫まご、ひこ、やしゃ子ねずみまで何万なんまん何なん千という仲間なかまが残のこらずぞろぞろ、ぞろぞろ、まっ黒くろになって、猫ねこの陣取じんどっている横町よこちょうの原はらに向むかって攻せめていきました。
　猫ねこの方ほうも、「そら来きた。」というなり、三毛猫みけねこ、虎猫とらねこ、黒猫くろねこ、白猫しろねこ、ぶち猫ねこ、きじ猫ねこ、どろぼう猫ねこやのら猫ねこまで、これも一門いちもん残のこらず牙きばをとぎそろえて向むかっていきました。
　両方りょうほう西にしと東ひがしに分わかれてにらみ合あって、今いまにも飛とびかかろう、食くいかかろうと、すきをねらっているところへ、ひょっこりお寺てらの和尚おしょうさんが、話はなしを聞きいて仲裁ちゅうさいにやって来きました。和尚おしょうさんは猫ねこの陣じんとねずみの陣じんのまん中なかにつっ立たって、両手りょうてをひろげて、
「まあ、まあ、待まて。」
　と言いいますと、猛たけりきっていた猫ねこの軍ぐんもねずみの軍ぐんも、おとなしくなって、和尚おしょうさんの顔かおを見みました。
　和尚おしょうさんはまずねずみの軍ぐんに向むかって、
「これ、これ、お前まえたちがいくら死しにもの狂ぐるいになったところで、猫ねこにかなうものではない。一ぴき残のこらず食くい殺ころされて、この野原のはらの土つちになってしまう。わたしはそれを見みるのがかわいそうだ。だからお前まえたちもこれから心こころを入いれかえて分相応ぶんそうおうに、人ひとの捨すてた食たべ物ものの残のこりや、俵たわらからこぼれたお米こめや豆まめを拾ひろって、命いのちをつなぐことにしてはどうだ。そして人のめいわくになるような悪わるいいたずらをきれいにやめれば、わたしは猫ねこにそういって、もうこれからお前まえたちをとらないようにしてやろう。」
　こういうとねずみたちは喜よろこんで、
「もう決けっして悪わるいことはいたしませんから、猫ねこにわたくしどもをとらないようにおっしゃって下くださいまし。」
　と言いいました。
「よしよし、その代かわりお前まえたちがまた悪わるさをはじめたら、すぐに猫ねこに言いってとらせるが、いいか。」
　と和尚おしょうさんが念ねんを押おしますと、
「ええ、ええ。よろしゅうございますとも。」
　と、ねずみたちはきっぱりと答こたえました。
　そこで和尚おしょうさんはふり返かえって、こんどは猫ねこに向むかって言いいました。
「これ、これ、お前まえたちもせっかくねずみたちがああ言いうものだから、こんどはこれでがまんして、この先さきもうねずみをいじめないようにしておくれ。その代かわりまた、ねずみが悪わるさをはじめたら、いつでも見みつけ次第しだい食くい殺ころしてもかまわない。どうだね、それで承知しょうちしてくれるか。」
「よろしゅうございます。ねずみが悪わるささえしなければ、わたくしどももがまんして、あわび貝かいでかつ節ぶしのごはんや汁しるかけ飯めしを食たべて満足まんぞくしています。」
　こう猫ねこたちが声こえをそろえて言いいますと、和尚おしょうさんも満足まんぞくらしく、にこにこ笑わらって、
「さあ、それでやっと安心あんしんした。ねずみは猫ねこにはかなわないし、猫ねこはやはり犬いぬにはかなわない。上には上の強つよいものがあって、ここでどちらが勝かったところで、それだけでもう世よの中に何なにもこわいものがなくなるわけではないし、世よの中が自由じゆうになるものでもない。まあ、お互たがいに自分じぶんの生うまれついた身分みぶんに満足まんぞくして、獣けものは獣同士けものどうし、鳥とりは鳥同士とりどうし、人間にんげんは人間同士にんげんどうし、仲なかよく暮くらすほどいいことはないのだ。そのどうりが分わかったら、さあ、みんなおとなしくお帰かえり、お帰かえり。」
「どうもありがとうございました。これからはもう咎とがのないねずみを取とることは、やめましょう。」
「そうです。わたくしどもも、けっしてよけいな人の物ものを取とったりなんかいたしません。」
　猫ねことねずみは口々くちぐちにこう言いって、和尚おしょうさんにおじぎをして、ぞろぞろ帰かえっていきました。
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　むかし、上野国こうずけのくに館林たてばやしに、茂林寺もりんじというお寺てらがありました。このお寺てらの和尚おしょうさんはたいそうお茶ちゃの湯ゆがすきで、いろいろとかわったお茶ちゃ道具どうぐを集あつめてまいにち、それをいじっては楽たのしみにしていました。
　ある日和尚おしょうさんは用事ようじがあって町まちへ行った帰かえりに、一軒けんの道具屋どうぐやで、気きに入いった形かたちの茶ちゃがまを見みつけました。和尚おしょうさんはさっそくそれを買かって帰かえって、自分じぶんのお部屋へやに飾かざって、
「どうです、なかなかいい茶ちゃがまでしょう。」
　と、来くる人ごとに見みせて、じまんしていました。
　ある晩ばん和尚おしょうさんはいつものとおりお居間いまに茶ちゃがまを飾かざったまま、そのそばでうとうと居眠いねむりをしていました。そのうちほんとうにぐっすり、寝込ねこんでしまいました。
　和尚おしょうさんのお部屋へやがあんまり静しずかなので、小僧こぞうさんたちは、どうしたのかと思おもって、そっと障子しょうじの透すき間まから中をのぞいてみました。すると和尚おしょうさんのそばに布団ふとんをしいて座すわっていた茶ちゃがまが、ひとりでにむくむくと動うごき出だしました。「おや。」と思おもううちに、茶ちゃがまからひょっこり頭あたまが出て、太ふといしっぽがはえて、四本ほんの足あしが出て、やがてのそのそとお部屋へやの中を歩あるき出だしました。
　小僧こぞうさんたちはびっくりして、お部屋へやの中へとび込こんで来きて、
「やあ、たいへんだ。茶ちゃがまが化ばけた。」
「和尚おしょうさん、和尚おしょうさん。茶ちゃがまが歩あるき出だしましたよ。」
　と、てんでんにとんきょうな声こえを立たててさわぎ出だしました。その音おとに和尚おしょうさんは目をさまして、
「やかましい、何なにをさわぐのだ。」
　と目をこすりながらしかりました。
「でも和尚おしょうさん、ごらんなさい。ほら、あのとおり茶ちゃがまが歩あるきますよ。」
　こうてんでんに言いうので、和尚おしょうさんも小僧こぞうさんたちの指ゆびさす方ほうを見みますと、茶ちゃがまにはもう頭あたまも足あしもしっぽもありません。ちゃんともとの茶ちゃがまになって、いつの間まにか布団ふとんの上にのって、すましていました。和尚おしょうさんはおこって、
「何なんだ。ばかなことを言いうにもほどがある。」
「でもへんだなあ。たしかに歩あるいていたのに。」
　こう言いいながら小僧こぞうさんたちはふしぎそうに、寄よって来きて茶ちゃがまをたたいてみました。茶ちゃがまは「かん。」と鳴なりました。
「それみろ。やっぱりただの茶ちゃがまだ。くだらないことを言いって、せっかくいい心持こころもちに寝ねているところを起おこしてしまった。」
　和尚おしょうさんにひどくしかられて、小僧こぞうさんたちはしょげて、ぶつぶつ口こごとを言いいながら引ひっ込こんでいきました。
　そのあくる日和尚おしょうさんは、
「せっかく茶ちゃがまを買かって来きて、ながめてばかりいてもつまらない。今日きょうはひとつ使つかいだめしをしてやろう。」
　と言いって、茶ちゃがまに水をくみ入いれました。すると小さな茶ちゃがまのくせに、いきなり手ておけに一ぱいの水をがぶりと飲のんでしまいました。
　和尚おしょうさんは少すこし「へんだ。」と思おもいましたが、ほかに変かわったこともないので、安心あんしんしてまた水を入いれて、いろりにかけました。すると、しばらくしてお尻しりがあたたまってくると、茶ちゃがまはだしぬけに、「あつい。」と言いって、いろりの外そとへとび出だしました。おやと思おもう間まにたぬきの頭あたまが出て、四本ほんの足あしが出て、太ふといしっぽがはえて、のこのことおざしきの中を歩あるき出だしましたから、和尚おしょうさんは、「わあッ。」と言いって、思おもわずとび上あがりました。
「たいへん、たいへん。茶ちゃがまが化ばけた。だれか来きてくれ。」
　和尚おしょうさんがびっくりして大きな声こえで呼よび立たてますと、小僧こぞうさんたちは、
「そら来きた。」
　というので、向むこう鉢巻はちまきで、ほうきやはたきを持もってとび込こんで来きました。でももうその時分じぶんにはもとの茶ちゃがまになって、布団ふとんの上にすましていました。たたけばまた「かん。かん。」と鳴なりました。
　和尚おしょうさんはまだびっくりしたような顔かおをしながら、
「どうもいい茶ちゃがまを手てに入いれたと思おもったら、とんだものをしょい込こんだ。どうしたものだろう。」
　と考かんがえていますと、門もんの外そとで、
「くずい、くずい。」
　という声こえがしました。
「ああ、いいところへくず屋やが来きた。こんな茶ちゃがまはいっそくず屋やに売うってしまおう。」
　和尚おしょうさんはこう言いって、さっそくくず屋やを呼よばせました。
　くず屋やは和尚おしょうさんの出だした茶ちゃがまを手てに取とって、なでてみたり、たたいてみたり、底そこをかえしてみたりしたあとで、
「これはけっこうな品物しなものです。」
　と言いって、茶ちゃがまを買かって、くずかごの中に入いれて持もって行きました。
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　茶ちゃがまを買かったくず屋やは、うちへ帰かえってもまだにこにこして、
「これはこのごろにない掘ほり出だしものだ。どうかして道具どうぐずきなお金持かねもちをつかまえて、いい価ねに売うらなければならない。」
　こう独ひとり言ごとを言いいながら、その晩ばんはだいじそうに茶ちゃがまをまくら元もとに飾かざって、ぐっすり寝ねました。すると真夜中まよなかすぎになって、どこかで、
「もしもしくず屋やさん、くず屋やさん。」
　と呼よぶ声こえがしました。はっとして目をさましますと、まくら元もとにさっきの茶ちゃがまがいつの間まにか毛けむくじゃらな頭あたまと太ふといしっぽを出だして、ちょこなんと座すわっていました。くず屋やはびっくりして、はね起おきました。
「やあ、たいへん。茶ちゃがまが化ばけたぞ。」
「くず屋やさん、そんなにおどろかないでもいいよ。」
「だっておどろかずにいられるものかい。茶ちゃがまに毛けがはえて歩あるき出だせば、だれだっておどろくだろうじゃないか。いったいお前まえは何なんだい。」
「わたしは文福ぶんぶく茶ちゃがまといって、ほんとうはたぬきの化ばけた茶ちゃがまですよ。じつはある日野原のはらへ出て遊あそんでいるところを五、六人にんの男おとこに追おいまわされて、しかたなしに茶ちゃがまに化ばけて草くさの中にころがっていると、またその男おとこたちが見みつけて、こんどは茶ちゃがまだ、茶ちゃがまだ、いいものが手てに入はいった。これをどこかへ売うりとばして、みんなでうまいものを買かって食たべようと言いいました。それでわたしは古道具屋ふるどうぐやに売うられて、店先みせさきにさらされて、さんざん窮屈きゅうくつな目にあいました。その上何なにも食たべさせてくれないので、おなかがすいて死しにそうになったところを、お寺てらの和尚おしょうさんに買かわれて行いきました。お寺てらでは、やっと手ておけに一ぱいの水をもらって、一口ひとくちにがぶ飲のみしてほっと息いきをついたところを、いきなりいろりにのせられて、お尻しりから火あぶりにされたのにはさすがにおどろきました。もうもうあんな所ところはこりこりです。あなたは人のいい、しんせつな方かたらしいから、どうぞしばらくわたしをうちに置おいて養やしなって下くださいませんか。きっとお礼れいはしますから。」
「うん、うん、置おいてやるぐらいわけのないことだ。だがお礼れいをするってどんなことをするつもりだい。」
「へえ。見世物みせものでいろいろおもしろい芸当げいとうをして見みせて、あなたにたんとお金かねもうけをさせて上あげますよ。」
「ふん、芸当げいとうっていったいどんなことをするのだい。」
「さあ、さし当あたり綱渡つなわたりの軽かるわざに、文福ぶんぶく茶ちゃがまの浮うかれ踊おどりをやりましょう。もうくず屋やなんかやめてしまって、見世物師みせものしにおなんなさい。あしたからたんとお金かねがもうかりますよ。」
　こう言いわれてくず屋やはすっかり乗のり気きになってしまいました。そして茶ちゃがまのすすめるとおりくず屋やをやめてしまいました。
　そのあくる日夜よが明あけると、くず屋やはさっそく見世物みせもののしたくにかかりました。まず町まちの盛さかり場ばに一軒けん見世物小屋みせものごやをこしらえて、文福ぶんぶく茶ちゃがまの綱渡つなわたりと浮うかれ踊おどりの絵えをかいた大看板おおかんばんを上あげ、太夫元たゆうもとと木戸番きどばんと口上こうじょう言いいを自分じぶん一人ひとりで兼かねました。そして木戸口きどぐちに座すわって大きな声こえで、
「さあ、さあ、大評判おおひょうばんの文福ぶんぶく茶ちゃがまに毛けが生はえて、手足てあしが生はえて、綱渡つなわたりの軽かるわざから、浮うかれ踊おどりのふしぎな芸当げいとう、評判ひょうばんじゃ、評判ひょうばんじゃ。」
　と呼よび立たてました。
　往来おうらいの人たちは、ふしぎな看板かんばんとおもしろそうな口上こうじょうに釣つられて、ぞろぞろ見世物小屋みせものごやへ詰つめかけて来きて、たちまち、まんいんになってしまいました。
　やがて拍子木ひょうしぎが鳴なって、幕まくが上あがりますと、文福ぶんぶく茶ちゃがまが、のこのこ楽屋がくやから出て来きて、お目見めみえのごあいさつをしました。見みるとそれは思おもいもつかない、大きな茶ちゃがまに手足てあしの生はえた化ばけ物ものでしたから、見物けんぶつはみんな「あっ。」と言いって目をまるくしました。
　それだけでもふしぎなのに、その茶ちゃがまの化ばけ物ものが両方りょうほうの手てに唐傘からかさをさして扇おうぎを開ひらいて、綱つなの上に両足りょうあしをかけました。そして重おもい体からだを器用きように調子ちょうしをとりながら、綱渡つなわたりの一曲きょくを首尾しゅびよくやってのけましたから、見物けんぶつはいよいよ感心かんしんして、小屋こやもわれるほどのかっさいをあびせかけました。
　それからは何なにをしても、文福ぶんぶく茶ちゃがまが変かわった芸当げいとうをやって見みせるたんびに、見物けんぶつは大喜おおよろこびで、
「こんなおもしろい見世物みせものは生うまれてはじめて見みた。」
　とてんでんに言いいあって、またぞろぞろ帰かえっていきました。それからは文福ぶんぶく茶ちゃがまの評判ひょうばんは、方々ほうぼうにひろがって、近所きんじょの人はいうまでもなく、遠国えんごくからもわざわざわらじがけで見みに来くる人で毎日まいにち毎晩まいばんたいへんな大入おおいりでしたから、わずかの間まにくず屋やは大金持おおがねもちになりました。
　そのうちにくず屋やは、「こうやって文福ぶんぶく茶ちゃがまのおかげでいつまでもお金かねもうけをしていても際限さいげんのないことだから、ここらで休やすませてやりましょう。」と考かんがえました。そこである日文福ぶんぶく茶ちゃがまを呼よんで、
「お前まえをこれまで随分ずいぶん働はたらかせるだけ働はたらかして、おかげでわたしも大たいしたお金持かねもちになった。人間にんげんの欲よくには限かぎりがないといいながら、そうそう欲よくばるのは悪わるいことだから、今日きょう限かぎりお前まえを見世物みせものに出だすことはやめて、もとのとおり茂林寺もりんじに納おさめることにしよう。その代かわりこんどは和尚おしょうさんに頼たのんで、ただの茶ちゃがまのようにいろりにかけて、火あぶりになんぞしないようにして、大切たいせつにお寺てらの宝物ほうもつにして、錦にしきの布団ふとんにのせて、しごく安楽あんらくな御隠居ごいんきょの身分みぶんにして上あげるがどうだね。」
　こう言いいますと、文福ぶんぶく茶ちゃがまは、
「そうですね。わたしもくたびれましたから、ここらで少すこし休やすませてもらいましょうか。」
　と言いいました。
　そこでくず屋やは文福ぶんぶく茶ちゃがまに、見世物みせものでもうけたお金かねを半分はんぶんそえて、茂林寺もりんじの和尚おしょうさんの所ところへ持もって行きました。
　和尚おしょうさんは、
「ほい、ほい、それは奇特きどくな。」
　と言いいながら、茶ちゃがまとお金かねを受うけ取とりました。
　文福ぶんぶく茶ちゃがまもそれなりくたびれて寝込ねこんででもしまったのか、それからは別段べつだん手足てあしが生はえて踊おどり出だすというようなこともなく、このお寺てらの宝物ほうもつになって、今日こんにちまで伝つたわっているそうです。
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　むかし、金太郎きんたろうという強つよい子供こどもがありました。相模国さがみのくに足柄山あしがらやまの山奥やまおくに生うまれて、おかあさんの山うばといっしょにくらしていました。
　金太郎きんたろうは生うまれた時ときからそれはそれは力ちからが強つよくって、もう七つ八つのころには、石臼いしうすやもみぬかの俵たわらぐらい、へいきで持もち上あげました。大抵たいていの大人おとなを相手あいてにすもうを取とっても負まけませんでした。近所きんじょにもう相手あいてがなくなると、つまらなくなって金太郎きんたろうは、一日にち森もりの中をかけまわりました。そしておかあさんにもらった大きなまさかりをかついで歩あるいて、やたらに大きな杉すぎの木や松まつの木をきり倒たおしては、きこりのまねをしておもしろがっていました。
　ある日森もりの奥おくのずっと奥おくに入はいって、いつものように大きな木を切きっていますと、のっそり大きな熊くまが出て来きました。熊くまは目を光ひからせながら、
「だれだ、おれの森もりをあらすのは。」
　と言いって、とびかかって来きました。すると金太郎きんたろうは、
「何なんだ、熊くまのくせに。金太郎きんたろうを知しらないか。」
　と言いいながら、まさかりをほうり出だして、いきなり熊くまに組くみつきました。そして足あしがらをかけて、どしんと地じびたに投なげつけました。熊くまはへいこうして、両手りょうてをついてあやまって、金太郎きんたろうの家来けらいになりました。森もりの中で大将たいしょうぶんの熊くまがへいこうして金太郎きんたろうの家来けらいになったのを見みて、そのあとからうさぎだの、猿さるだの、鹿しかだのがぞろぞろついて来きて、
「金太郎きんたろうさん、どうぞわたくしも御家来ごけらいにして下ください。」
　と言いいました。金太郎きんたろうは、「よし、よし。」とうなずいて、みんな家来けらいにしてやりました。
　それからは金太郎きんたろうは、毎朝まいあさおかあさんにたくさんおむすびをこしらえて頂いただいて、森もりの中へ出でかけて行きました。金太郎きんたろうが口笛くちぶえを吹ふいて、
「さあ、みんな来こい。みんな来こい。」
　と呼よびますと、熊くまを頭かしらに、鹿しかや猿さるやうさぎがのそのそ出て来きました。金太郎きんたろうはこの家来けらいたちをお供ともに連つれて、一日にち山の中を歩あるきまわりました。ある日方々ほうぼう歩あるいて、やがてやわらかな草くさの生はえている所ところへ来きますと、みんなは足あしを出だしてそこへごろごろ寝ねころびました。日がいい心持こころもちそうに当あたっていました。金太郎きんたろうが、
「さあ、みんなすもうを取とれ。ごほうびにはこのおむすびをやるぞ。」
　と言いいますと、熊くまがむくむくした手てで地ちを掘ほって、土俵どひょうをこしらえました。
　はじめに猿さるとうさぎが取とり組くんで、鹿しかが行司ぎょうじになりました。うさぎが猿さるのしっぽをつかまえて、土俵どひょうの外そとへ持もち出だそうとしますと、猿さるがくやしがって、むちゃくちゃにうさぎの長ながい耳みみをつかんでひっぱりましたから、うさぎはいたがって手てをはなしました。それで勝負しょうぶがつかなくなって、どちらもごほうびがもらえませんでした。
　こんどはうさぎが行司ぎょうじになって、鹿しかと熊くまが取とり組くみましたが、鹿しかはすぐ角つのごと熊くまにひっくり返かえされてしまいました。金太郎きんたろうは、
「おもしろい、おもしろい。」
　と言いって手てをたたきました。とうとういちばんおしまいに金太郎きんたろうが土俵どひょうのまん中につっ立たって、
「さあ、みんなかかって来こい。」
　と言いいながら、大手おおでをひろげました。そこでうさぎと、猿さると、鹿しかと、いちばんおしまいに熊くまがかかっていきましたが、片かたっぱしからころころ、ころがされてしまいました。
「何なんだ。弱虫よわむしだなあ。みんないっぺんにかかって来こい。」
　と金太郎きんたろうが言いいますと、くやしがってうさぎが足あしを持もつやら猿さるが首くびに手てをかけるやら、大おおさわぎになりました。そして鹿しかが腰こしを押おして熊くまが胸むねに組くみついて、みんな総そうがかりでうんうんいって、金太郎きんたろうを倒たおそうとしましたが、どうしても倒たおすことができませんでした。金太郎きんたろうはおしまいにじれったくなって、からだを一振ひとふりうんと振ふりますと、うさぎも猿さるも鹿しかも熊くまもみんないっぺんにごろごろ、ごろごろ土俵どひょうの外そとにころげ出だしてしまいました。
「ああ、いたい。ああ、いたい。」
　とみんな口々くちぐちに言いって、腰こしをさすったり、肩かたをもんだりしていました。金太郎きんたろうは、
「さあ、おれにまけてかわいそうだから、みんなに分わけてやろう。」
　と言いって、うさぎと猿さると鹿しかと熊くまをまわりにぐるりに並ならばせて、自分じぶんがまん中に座すわって、おむすびを分わけてみんなで食たべました。しばらくすると金太郎きんたろうは、
「ああ、うまかった。さあ、もう帰かえろう。」
　と言いって、またみんなを連つれて帰かえっていきました。






        　　　　二

　帰かえって行いく道々みちみちも、森もりの中でかけっくらをしたり、岩いわの上で鬼おにごっこをしたりして遊あそび遊あそび行いくうちに、大きな谷川たにがわのふちへ出ました。水はごうごうと音おとを立たてて、えらい勢いきおいで流ながれて行いきますが、あいにく橋はしがかかっていませんでした。みんなは、
「どうしましょう。あとへ引ひき返かえしましょうか。」
　と言いいました。金太郎きんたろうはひとりへいきな顔かおをして、
「なあにいいよ。」
　と言いいながら、そこらを見みまわしますと、ちょうど川かわの岸きしに二ふたかかえもあるような大きな杉すぎの木が立たっていました。金太郎きんたろうはまさかりをほうり出だして、いきなり杉すぎの木に両手りょうてをかけました。そして二、三度どぐんぐん押おしたと思おもうと、めりめりとひどい音おとがして、木は川かわの上にどっさりと倒たおれかかって、りっぱな橋はしができました。金太郎きんたろうはまたまさかりを肩かたにかついで、先さきに立たって渡わたっていきました。みんなは顔かおを見合みあわせて、てんでんに、
「えらい力ちからだなあ。」
　とささやき合あいながら、ついて行きました。
　その時とき向むこうの岩いわの上にきこりが一人ひとりかくれていて、この様子ようすを見みていました。金太郎きんたろうがむぞうさに、大きな木をおし倒たおしたのを見みて、目をまるくしながら、
「どうもふしぎな子供こどもだな。どこの子供こどもだろう。」
　と独ひとり言ごとを言いいました。そして立たち上あがって、そっと金太郎きんたろうのあとについて行きました。うさぎや熊くまに別わかれると、金太郎きんたろうは一人ひとりで、また身軽みがるにひょいひょいと谷たにを渡わたったり、崖がけを伝つたわったりして、深ふかい深ふかい山奥やまおくの一軒家けんやに入はいっていきました。そこいらには白しろい雲くもがわき出だしていました。
　きこりはそのあとからやっと木の根ねをよじたり、岩角いわかどにつかまったりして、ついて行きました。やっとうちの前まえまで来きて、きこりが中をのぞきますと、金太郎きんたろうはいろりの前まえに座すわって、おかあさんの山うばに、熊くまや鹿しかとすもうを取とった話はなしをせっせとしていました。おかあさんもおもしろそうに、にこにこ笑わらって聞きいていました。その時とききこりは出だしぬけに窓まどから首くびをぬっと出だして、
「これこれ、坊ぼうや。こんどはおじさんとすもうを取とろう。」
　と言いいながら、のこのこ入はいって行いきました。そしていきなり金太郎きんたろうの前まえに毛けむくじゃらな手を出だしました。山うばは「おや。」といってふしぎそうな顔かおつきをしましたけれど、金太郎きんたろうはおもしろがって、
「ああ、取とろう。」
　と、すぐむくむく肥ふとったかわいらしい手てを出だしました。そこで二人ふたりはしばらく真まっ赤かな顔かおをして押おし合あいました。そのうちきこりはふいと、
「もう止よそう。勝負しょうぶがつかない。」
　と言いって、手てを引ひっ込こめてしまいました。それから改あらためて座すわりなおして、山うばに向むかって、ていねいにおじぎをして、
「どうも、だしぬけに失礼しつれいしました。じつはさっきぼっちゃんが、谷川たにがわのそばで大きな杉すぎの木を押おし倒たおしたところを見みて、おどろいてここまでついて来きたのです。今いままた腕うでずもうを取とって、いよいよ大力だいりきなのにおどろきました。どうしてこの子は今いまにえらい勇士ゆうしになりますよ。」
　こう言いって、こんどは金太郎きんたろうに向むかって、
「どうだね、坊ぼうやは都みやこへ出てお侍さむらいにならないかい。」
　と言いいました。金太郎きんたろうは目をくりくりさせて、
「ああ、お侍さむらいになれるといいなあ。」
　と言いいました。
　このきこりと見みせたのはじつは碓井貞光うすいのさだみつといって、その時分じぶん日本一にほんいちのえらい大将たいしょうで名高なだかい源頼光みなもとのらいこうの家来けらいでした。そして御主人ごしゅじんから強つよい侍さむらいをさがして来こいという仰おおせを受うけて、こんな風ふうをして日本にほんの国中くにじゅうをあちこちと歩あるきまわっているのでした。
　山うばもそう聞きくと、たいそう喜よろこんで、
「じつはこの子の亡なくなりました父ちちも、坂田さかたというりっぱな氏うじを持もった侍さむらいでございました。わけがございましてこのとおり山の中に埋うもれておりますものの、よいつてさえあれば、いつか都みやこへ出だして侍さむらいにして、家いえの名なをつがせてやりたいと思おもっておりました。そういうことでしたら、このとおりの腕白者わんぱくものでございますが、どうぞよろしくお願ねがい申もうします。」
　とさもうれしそうに言いいました。
　金太郎きんたろうはそばで二人ふたりの話はなしを聞きいて、
「うれしいな、うれしいな。おれはお侍さむらいになるのだ。」
　と言いって、小踊こおどりをしていました。
　金太郎きんたろうがいよいよ碓井貞光うすいのさだみつに連つれられて都みやこへ上のぼるということを聞きいて、熊くまも鹿しかも猿さるもうさぎもみんな連つれ立だってお別わかれを言いいに来きました。金太郎きんたろうはみんなの頭あたまを代かわりばんこになでてやって、
「みんな仲なかよく遊あそんでおくれ。」
　と言いいました。みんなは、
「金太郎きんたろうさんがいなくなってさびしいなあ。早はやくえらい大将たいしょうになって、また顔かおを見みせて下ください。」
　と言いって、名残なごり惜おしそうに帰かえっていきました。金太郎きんたろうはおかあさんの前まえに手てをついて、
「おかあさん、では行ってまいります。」
　と言いいました。そして、貞光さだみつのあとについて、とくいらしく出ていきました。
　それから幾日いくにちも幾日いくにちもかかって、貞光さだみつは金太郎きんたろうを連つれて都みやこへ帰かえりました。そして頼光らいこうのおやしきへ行って、
「足柄山あしがらやまの奥おくで、こんな子供こどもを見みつけてまいりました。」
　と、金太郎きんたろうを頼光らいこうのお目にかけました。
「ほう、これはめずらしい、強つよそうな子供こどもだ。」
　と頼光らいこうは言いいながら、金太郎きんたろうの頭あたまをさすりました。
「だが金太郎きんたろうという名なは侍さむらいにはおかしい。父親ちちおやが坂田さかたというのなら、今いまから坂田金時さかたのきんときと名乗なのるがいい。」
　そこで金太郎きんたろうは坂田金時さかたのきんときと名乗なのって、頼光らいこうの家来けらいになりました。そして大きくなると、えらいお侍さむらいになって、渡辺綱わたなべのつな、卜部季武うらべのすえたけ、碓井貞光うすいのさだみつといっしょに、頼光らいこうの四天王てんのうと呼よばれるようになりました。
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